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〒19牛8298東京都町田市図師町60卜1l TEL/FAX:042二 798中2280
e‐maillinfo@wHakiyOshi.COm http://wttw.w‐akiyoshiHOom/
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ロ

日 〕 ]

この度、令和2年 2月 21日をもって、町田市議会議長の任期であ
る2年を終え退任しました。

す―以下、本会議場での議長退任の挨拶――

2年前の第 1回定例議会におしヽて、皆様からこ指名いただき、第
36代田丁田市議会議長に就任させていただきました。この間、議員の皆
様、市長をはじめ理事者、行政委員、部課長管理職、職員の皆様から温
かいこ指導とこ協力をいただきましたこと心から御礼申し上げます。

議長在任中には、この議場におられます長村敏明議員t佐藤伸下郎
議員i吉田勉議員をはじのとする歴代議長が取り組まれてきた、開か
才孔た議会、市民に身近な議会をしつかりと引き継ざながら、中立 :公

平に議会運営を行つてまいりました。
田了田市議会には、伝統である議会改革や行政の行う先進的な施策について、

~多
くの自冶体から視察に訪れ

ていただきました。このことは、町国市の魅力発信にも一役買つていると感じており、積極的に取り組んで
きました。!

また、議会改革度の上位を維持するなど、改革を止めない動きを続けられてきたと思つています。この間、
東京都市議会議長会の会長、三水協会長、:南多摩市議会議長会会長を歴任させていただきました。また、平
成から令和に代わり、ラグビエワニルドカップや南町田グランベリーパークのまちびらきなどにも立ち会う
ことができ、薫重な経験をさせていただくことができました。これらの経験、出会つた方々は、私のかけが
えのない財産となりま.したとこれら役職、事業のめぐりあゎせには、議会の皆様の協力があったからこそで
あり、改めて感謝申し上げます。     と

最後になりますが、古谷局長はじめ議会事務局の皆様、自分はこの市役所の中で、最も明るい部薯を作り
たいという思いの中で取り組んできました。皆さんにとつてこの2年 F日日はいかがでしたでしようか?私は、
皆さんのおかげでとても楽しく仕事ができました。

そして何より、佐藤和彦副議長には、あらゆる面で相談に乗つていただき、ともに行動し、議長である私
を支えていただきましたどこの2年間、大適なく務めることができましたのも説議長のおか|ザであります。
心から感謝申し上|ザます。

涅任後は、これまでの経験をもとに、よリー層田丁田市の発展と、議会の活性化に取り組んでまいります。引
き続きの皆様方のこ指導こ協力をお願い申し上十ず、退任の挨拶といたします。2年間大変お世話になりました。

-164-
*次の議長 lよ、同じ会派の熊沢あやり氏が就任しました。町田市議会初の女性議長です。



12)令和 2年 6月 議会報告 かけはし Vol.49

ジェストJ
令和2年度 (2o20年度)の町国市の総予算約2,976億9,900万円
が確定しました。

コ回ナのシ響により、町田市議会も感染拡大防止と市職員が市民対
応の現場に専念してもぅうということの観点から1-般質問は中止と
し、予算審議のみとなりました。

主な事業・干算 (一般会計TJ66 T億350oo万円より)
本教育の情報fと推進事業 (約 5億4;200万円)
学校のICT環拝を充実するための整備とICTを活用しての学習方法を検証するもの。
心全小中学校のW卜 Fi等の整備

・全中学校のパソコン教室と図書室のパソコンを更新 等
・ 5月 2?日の第?自臨時議会において、すべての児童 (小 1～中3)29,509人分を4年かけて
整備する予定を、前倒しで2020年度中iこタブレット端末を整備することが決定。(補正予算約
13億8;]oO万円)

*驀いこのまちだ事業 (約写億 1口609万円)                .
1,年 30年後の田す田の未来を支える人材を昔成するため、また「英語教育で選ばれるまちだ」を
目指すもの。

'不
界三ビ士ミ早すジアムでの校夕1授業 (5年生対象)ド GェECの継続実施下(中 1) 一―  ― :

・放課螢英語教室の全様実施 (本年度で完了)等

苦温浴南設整備事業 (約 3億3,700万円)
2016年 の 地 域 住 民 か ら の 要 望 に よ り 、 こ れ ま で '響

呼 辞 響 響 半 十ド 寧 勢 雫 お

に基本設計 `実施設計が完了し、2020年、2021
年度は整備工事を行うと(2022年 4月オ下プン予定)
整備予定地 :町田市図師町199番地](室内プィル敷

地内)

想定規模 :1,600廟程度・地上3階建・鉄筋ヨンク
リ下卜造一部鉄鋼造    :

主要施設 :男女浴場・サウナ・休憩室・多目的室
(1、 2)と キッズスペース

*多摩都市千ノレ■ル延伸事業 (約4億3コ600万円)
モノレマル延伸の導入区間の整備と町田駅及び新駅予定周辺のまちづくりの検討をするもの。詳
細は、次ベァジの疑間難間クエスチョンに掲載

*コロナの影響に本リオリンピック・パラリンピックが延期される啓ど、予算確定後に大きな変更
はありましたが、この予算で1年間の町田市の行政運営がなされます。

・                      -165-
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燿閾罐閾υ痙彦砲夢箆該

お家で過晉そう!そして体を動かそう !
緊急事態宣言が出され、自宅待機を余儀

なく0れ運動不足が心配されます。適度な
運動によぅ:て、基礎体力の維持と免疫力を

つけることが必要です。そこ下で今回は、田」

田を元気にするトレ=ニング f町トレ」の
紹介です。気軽に家の中で体を動かしてみ

てください。          i
●阿トレとは?

高齢者の方を中心に、体力のあるないに

かかわらずどなたでも行うことができる、
田」田市オリジナルの体操ですと

●町トレの構成

・ウォニミングアッ ゛
プ(動的ストレッ

チ)6種類
・筋カトレーニング

8種類

・クiルダウン(静的ストレッチ)5種類
*町 トレの情報、詳しいやり方は、町田市

のHPに載っています。

YouTube等での動画配信もあります。ご

tt

多摩都市モノレ■ル延伸事業について
2920年度の予算において、多摩都市モノレールの延伸事業費 (約 4億 3!600万
円)ん 計`上されました。事業費の内蓉についてです。

覇撃肉簿   :
①阿田駅周辺の駅まち空間形成
町田駅周辺の駅前広場や道路空間の活用など回遊性を高めるための検討。     :
②モノレエル沿線まちづくり

新駅周辺の土地利用方針や基盤整備の検討。桜美林学園周辺を先行してパスの乗り継ざ
拠点として整備する計画。

③導入空間整備

fノ レールの導入空間と

なる都市計画道路の予備設

計や用地測量、事業用地の

先行取得。

①多摩都市モノレィル昼

金積立  :
新駅周辺の基盤整備等に

向けた基金の計画的な積立。

(l反称)4ヽ山田小野路通り   ,

都市計画遭路3・ 4・ 20延伸部

都市計画道躊3・ 3・ 36号線事業用地

先行取得対象範囲

都市計画道路3・ 4・ 11

格模原市

市 多 市

0:縦している響魂点

をよ若林あ

p
ぃ

ぃ　
ノ‐　
、

ハ
一
卵
】
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緊急事態宣言下の5月中に2回の臨時議会が開催され、5月フ国の第1回臨時議会において、
町田市議会より以下の決議文を全会一致で可決しました。

新型コロナウイルス感染症対策についての決議

全国各地で、新型コロナウイルスが猛威を振るつてしヽる。この未曽有の危機に当たり、
医療の最前線で昼夜を問わす戦つてしヽる医療従事者及びその関係者、市民の生命及び財産
を守り、生活を支えるために日々奮闘する関係者及び市職員に対し、感謝を申し上げる。

町田市議会新型コロナウイルス感染症対策会議において、緊急事態宣言発令による地域
経済の急激な減速に対応するため、速やかに実施さイ孔るよう下記のとおり市長へ要望する。

言己

1.困難に直面してしヽる市民下人一人に寄り添うために、あらゆる措置を講じて、一亥」も
早く特別定額給付金の支給を実施されたい。

2 市内事業者及び各家庭には様々な経済的影響が出ているため、町田市|よ、市内経済及
び市民に対する市独自の支援対策を早急に示されたい。

3 医療崩壊を防ぐため、医療従事者への手厚い支援を
図られたい。

4 DVや 虐待 ,自殺などの防止対策、また、住所不定
者等の生活困窮者への支援策を強化されたい。

5,教育・保育・療育 1介護の各施設については、利用
者及び現場の声を聞き、負担軽減を図られたしヽ。
6.各小中学校について、 iCTの活用などあらゆる可能
性をすすめ、休業期間中に生徒間の学力格差が生まれな
しヽよう配慮されたしヽ。

以上、決議する。

5月 22日の第 2回臨時議会において、
町田市独自の中Jヽ企業支援事業として、
家賃補助事業を可決しました。

町田市中小企業者家賃補助事業

新型コロチウィルネ感業拡大の影響により、売上が減少している市内中小企業者
の事業継続を車援するため、最大 ぞヶ月分の家貿の 1/2を 1lヶ月 20万 円を上限
にご補勁します。

※惑口での業付は、事前予約めみとさせていただきます。下言己ダイヤルliお 電話ください。

市 内事 業 者 の 家 賃 を補 助 します

一

／

／

@

2020年 5月 19日 (火 )～ 2020年 7月 31 日(金 )※消Ⅲ有効

若林あきよしtよ、ゎかりやすい政治をモウ

トーにこの議会報告を作成しております。ご

意見ご要望などお知らせください。

また郵送に際して知人や紹介者にお送りし

ておりますが、ご不要な方はご連絡ください。

また、この報告を近所に配つていただける

方 (ポスティングポランティア)何部でもかまいませんので
ご協力いただければ幸いです。ご連絡いただければ直接お持

ちいたします。メール・電話等でよろしくお願いいたします。

若撚あきよしからのお願い
最木40万円(家賃の支払済額 X補助率1/2X2か 月′フコ`)
※1ケ月分の構助上限 20万 円、千円未満切り捨て。
※2020年 1月 ～o月分の家質のうちt支払済みのものが対象です。
※数金・礼金、土地

次の①～④をすべて満たしていること
①市内に事業所を有する中小企業者※!(本店所在地が市外でも可)
②市内に事業用の建物を質借していること
③2020年 1月 ～5月 のいずれか 2ヶ月の売上高が、それぞれ前年同月売上高と
比較して、15%以上減少していること
④今後も事業継続の意向があること
※ 1原則、中小企業信用保険法第 2条第 1項に該当するもの

垂隠送にて提出 (事前予約による窓口受付可 )
く宛先 >〒 10牛8520町国市森野 2-歩22

町田市役所 中小企業者家賃補助担当

※簡易書留等、郵送物の追跡ができる方法を推奨します。

ヽ36(平 日 8:30～ 1

Ⅷ
@rnachida_gikai
https://t、ハritter.com/machida_gikai

左のQRコニ ドからフォローしてください♪
※スマートフォンでご覧いただけます

発  行 自由民主党会派
お問い合せ 若林あきよし
〒194-0203町 田市図師町601-11
TEL/FAX:042-793-2230
e―ma‖ :info@w― akiyoshiocom
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下記の通 り紳品致しました

協 英 印刷 工業
〒19牛0013東京都町田市原町田
TEL(042)723
FAX(042)729

※誠に恐れ入りますが、 につきましては、
お振込手数料を貴社にてご負担下さいま お願い申し上げます。

策霜緩喜然露衆翫監暴営響善答は言1経に貼る。
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〒194‐0022
町田市森野トト2卜 504

三遵亭らん丈事務所

回

■
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Ｅ

Ｅ
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C)★ プロコイ‐,b★(⑭
昭和34年2月 28日 町田市森野 生まれ
昭和46年 町田第四小学校 卒業
昭和49年 田r田第一中学校 卒業   |
昭和52年 都立町田高等学校 卒業
昭和S6年 車教大学文学部 卒業   |
平成 8年 真打昇達う三遊亭らん丈と改名 |

平成14年 立教大学 :経済学部 卒業
平成20年 町田市決算特別委員会 委員長 |

平成21年 早稲田大学大学院社会科学 |

研究科政策科学論専攻 修71
平成22年 建設常任委員会委員長
平成23年 早稲田大学大学院法学研究科修了
平成25年 一橋大学国際・公共政策大学院修了
口  年 文教社会常任委員会委員長
平成26年 乗害対策委員会委員長   |
平成28年 田子田市

~議
会自由民主党会派代表

同  年 慶應義塾大学大学院法学研究科修了証
同  年 町田市消防団第1分国第3部 部長 ―
平成29年 文数社会常任委員会委員長 :

平成30年 町田市議会議員選挙で、四選される
同  年 町田市議会運営委員会委員長

『町田市民ホール、ポプリホ‐ル鶴川の
本IJ用料金引き下げ』一般質問から

三遊亭らん丈

町繭市民ホールやポプリホー

'レ

鶴川では、6月 8日 から施設利

用を再開しましたが、7月 までの両館の利用率は、町田市民ホー

ルは2019年度が63.8%で したが、今年は17.6%に まで落ち込んで
います。ポプリホール鶴川は、2019年度が62.8%の利用率でした

が、今年は27.6%と 、両館ともに大幅に下がっています。

また、利用する際にも、ソーシャルディスタンスを確保する観
点から、町田市民ホールの大ホ▼ルは定員力湘62名ですが、318名
にまで下げています。ポプリホール鶴川のホール定員は300名で

すが、109名に変更されています。

これは、いうまでもなく、新型コロナウイルス感染症の影響で、
イベントを中止または延期した団体がかなりの数に上ってぃるた

め、ホールの借り手が減ったことにともなう、利用率の減少です。
また、たとえ借りることができても、上記のようにホールの定員
が大幅に減員されているため、利用料金が今までと同じでは、借

りるのをためらってしまうことも一因かと思われます。

そこでらん丈は、令和 2年 (2020年)第 3回町由市議会定例会
の本会議において、利用率が同じように減少している都内の練馬

区や渋谷区では、ホールの利用料金の減免や引き下げをおこなっ

ているので、町田市もおなじように対応していただきたいと質問
をおこなったところ、本年10月 から町田市民ホ‐ルとポプリホー

ル鶴川の利用料金を下げるとの、御答弁をいただきましたので、
ご報告をさせていただきます。

『令和元年度 町田市決算審査意見書』
,                三遊亭 らん丈

1、 資金収支状況

ア 歳入
○ 町田市の一般会計の歳入では、前年度に比べ、主に市債、
国庫支聰金、都支出金、繰入額、市税、地方特例交付金、諸収
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入が合計95億4,638万円 (7,3%)増加している。
これは、わかりやすくいえば、市債である,借金、

国からの補ッ金である国庫

=出

金等が、前年度よ

り増えている、ということです。

特徴的なものとして、2019年 10月の消費税率引

き上げに伴う、自動車取得税廃止と自動車税の環

境性能割導入に伴い、自動車取得税交付金2億

1433万1+円 (49,7%)減少したが、環境性能交

付金が7,o55万 7千円増加したこと
'効
児教育の

無償化実施に当たって児童保育費負担金が4億
8,562万 1千円 (30.1%)減少したが、初年度に要

する経費補助として、子ども・子育て支援臨時交

付金が4億2.3o6万9千円 (皆増)したことがある。

O 歳入のうち最大規模の款である市税め収入済
額は、前年度に比べ 5億6,664万 5千円 (0。8%)
増加し、689億 1373万円となった。調定額では5

億324万 .4千円 (0.7%)増加していると二方(前
年度の収納に関する取り組みによる滞納繰越分の

調定額は、前年度に比べ l億4,445万 7千円 (21,7
%)減少したと

市税収入済額の推移

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

雷市民税(個人)  、      藝固定寮産税・都市計画税
鶴市民税(法人)        椰その他市税

イ 「歳出

町田市民一人当たりの二般会計歳出の支出済額は、

次のとおりです。  ・
1     市良二人当たりあ一般会計歳出状況  |
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※人口42万8,851人 (202硝酵月 1日 現在)広報まちだ2020年 7月 ェSEt号 ―■

左記のグラフにあるように、町田市から市民二人

当たり362,102円が歳出されているのです。

そのうち、最も大きな金額は民生資で、184,943

円で51.1%を 占めています。民生費の内訳は、社会

福祉費 (成年後見制度不lJ用支援事業、福祉輸送サ■
ビス事業、障がい者サービス給付事業、民設既設高

齢者穏祉施設整備補助事業、地域密着型サィビス施

設整備事業、医療・介護の3特別会計への繰出金な

どが含まれる)、 児童福祉費 (認定子ども園等施設

型給付事業、民間保育所運営事業、学童保育タラブ

事業などが含まれる)、 くわえて生活保護費、国民

年金費及び災害救助費などがあります。

2、 繰出金

町田市の会計は、他の自治体とおなじように、エ

般会計と特別会計にわかれています。特別会計とは、

特定の事業をおこなう場合に、二般会計とは区分し|

て歳入 。歳出を経理することを指します。町田市で

は1国民健康保険事業、下水道事業、介護保険事業、
後期高齢者医療事業が、特別会計となっています。

いうまでもなく、国民健康保険税によって、国民

催康保険事業は運営さ4ていますが、その税全だけ
ではt運営できず、一般会計から繰出金を補填して
運営されてヤヽるのが、その実態です。
二般会計から医療・介護93特別会計への繰出金
は、前年度に比べ、国民健康保険事業への繰出が |

5,116万 (111%)ヽ減少したものの(後期高齢者医療
事業会計への繰出が 1億 9,071万円 (a8%)、 介護

保険事業会計への繰出が 3億 3,969万 3千円 (6,9
%).増加して合計では前年度に比べ増加しました。

繰出金の推移

平成2'年度    平成2と年度    平成20年虞    平成30年度    令和,E年度

億円

“

“

塑

匈

８

６。

“

知
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3、 財政の健全化   |
町田市を取り巻く問題は、多数ありますが、町田

・

市に限らず、わが国の自治合では、今後、超高齢化

と生産年齢人口の減少が進み、社会保障関係費の増

加と税収の減少による構造的収支不足がさらに顕在

化することや公共施設の老朽化に伴う維持管理費の

増大といった課題にくわえ、自然災害等にみられる

2-想定外の財政烹出も増える傾向にあります。V

』
―
  J 1

一

牽

尊

“
尊
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このような状況の中、本年度、地方公共団体の財

政の健全花に歯する法律に規定される健全化判断比
率凛び資金不足比率は、いずれも町田市は早期健全
化基準、財政再生基準、経営健全化基準に孝当して
いません。

しかしながら、普通会計では、財政構造め弾力性を

示す経常収支比率は93.3%と前年度より2.6ポィントの
上昇が見ら4、 財政構造の硬直化が進んでいま現

『キヤンシエレス決済
プレミアムポイント事業』
′          三遊亭らん丈

新型コロナウイルス感染症対策として、政府は自
治体に、感染症対応地方創生臨時交付金を交付して
います。

葬斤型コロナウイルス症による緊急事態宣言が5月
25日 に解除されを9で、各所で感染岸への予防策を
講じながら、社会・経済活動が再開されていますが、

特に飲食業ゃサ▼ビス業などは、再開後も、新型ヨ

ロナウイルネ感染症の第2波、第3波への警戒や対
策によって、収入が依然として元には戻っていない

ことでしようも          |
また、マィナンバーカ■ドを取得した方が、キャ
ッシュレネ決済サエビスを

―
使用した際に、最大

5,000円分のポイントが付与される「マイナポイント

事業Jが、2020年 9月から開始されました。ちナFみ
に、町田市役所 l階にマイナポイント手続スポット
が開設されていますので、是非ご利用くださいと

社会・経済活動め吏なる活発化の推進とキ|ッ シ :
ユレス共■が広ヂっている状況を受けて、町由市は |
7月 の町田市議会臨時会において、地方創生臨時交 I
付金の12億 232万 ブ千円の予算で「キャッシエレス

ー
i

決済プレミアムずイント事業」を提条し、市議会は I
全会一致でこれに賛成いたしました。

この事業の内容はヽ 市内経済の活性化を後押しす
るたゅ(町田市内の対象店舗でキャノシユレス決済
を利用した消費者にプラミアムポイントを与えよう
というものです。

決済金額の最大26%(変動する場合があり)'で、
1回あたりの付与上限は1,000円 となり、 1か月あ
たりの付与上限1よ 10,000円でて■月と12月の2か月
を予定しています。
つまり、町田市9下般財源を1円たりとも使うこ

となく、市民の皆様は最大2万円還元されるのであ
り、市内のキャウシュレス事業者加盟店では、売り

上げが伸びることが予測されるのです。

『第16期町田市議会
1 改革調査特別委員会』

「 三遊亭らん丈
らん丈は、第16期町田市議会改革調査特別委員会
の委員長をつとめております。      |
この特別委員会に付議された事件は、次の5項目

です。

付議事件① 議景の調査活動等に関する事項
付議事件② 議会の権能強化及び環境整備に関する

事項

付議事件③ 市民と議会の関わりに関する事項
付議事件④ 議会の情報提供に関する事項
付議事件⑤ 議員の身分等に関する事項

-1173
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°
あん文が採り上げ花HttJ田市議会定側会「一般質問」頂日
-2016年 第 1回 力152020年 第2回まで一

☆2016年 第1回☆
1、 今後の中心市街地につぃて
写、文化芸術ホ■ルの進捗状況について
3、 口広報紙」や「全国移住ナビ」への関与について
4、 労働安全衛生法に基づく『ストレスチェウク制度」について

☆2016年 第2回☆
11新たな『町田市史』を作成すべきで|よないのか
2、 介護予防事業について
3、 市によるマイスター制度について
4、 温室効果ガス排出量の削減を求めて

☆2016年 第3回☆
1、 都市リゾー トの推進について
2、 フードブ〈ンクヘの関わりについて
3、 安否メr,レ導入について
4、 ひとり親世帯への学習支援

☆2016年 第4回☆         
―

1、 運転免許証の自主返納について
2、 芹ヶ谷公園田」田駅間のパス運行社会実験について
3、 遺贈寄付について
4、 女性の労働力率 (M字カーブ)への対応について

☆2017年 第1回☆
1、 入学前の入学準備金の支給について       :
2、 こみ集積所からの資源物持ち去り行為について

☆2017年 第2回☆
1、 中心市街地の賑わい創生について
2、 運転免許証の自主返納について―その2
3、 「日本遺産」べの登録について

☆P017年 第3口☆
1、 自殺対策について

写、国際版画美術館にお|ナる有効活用について
3、 町田市立図書館の在り方を間う
4、 市民の寄付を嘉り観光案内の看板を設置してはどうか

☆2017年 第4口☆
1、 「縄菜の田]田」の更なる発信を目指して
2、 広域道路網における相模原市との連携について一その2
3、 町田消防署の移転について    :
4、 岩手県矢市町等で行われている住民討論について

―

☆2018年 第1回☆
1、 町田の活性化を目指して               、

2、 がん検診について
3、 ふるさと納税について
4、 田]田市史について一その2          1
☆2918年 第2回☆

1、 終活情報登録伝達事業について          
―

2、 中心市街地での滞留時Fロヨを増やすために
3、 マイナン′ヽ一カードの活用について
4、 陶芸スタジオの

'舌

用につしヽて
5、 マンホール蓋の活用について

| ☆20¬ 色年 第3回☆
1、 中心市街地の取り組みについて
2、 帰宅困難者対策の充実について     

′

3、 学校図書館図書標準達成率について
4、 町田市独自の文学賞の創設について

☆2018年 第4回☆
1、 給食費の公会計について
2、 図書分類の配分比率について
3、 低コストで健康寿命を延ばすには

☆2019年 第1回☆
1、 中心市街地の現状と今後について
2、 財務諸表の自治体間比較について
3、 安心してひとり歩きできる町田市に

☆2019年 第2回☆
1、 「町田市まち・ひと ,しこと創生総合戦略」について
2、 夏を迎えて、マイボトルについて
3、「町田市立図書館の今後のあり方と市民研究員制度について
4、 「見直そう !“伝わる日本語1推進運動」について

☆2019年 第3回☆
1、 A卜 RPAの活用による業務の改善について
2、 町田市民球場の安全I性の確保について
3、「ユニパィサルデザインフォント」について
4(町田市立小中学校のテントについて

☆2019年 第4回☆
1、 原町田中央通りにおけるにぎわい創出の取り組みについて
2、 被災自治体に代わつて寄附を受け付ける「代理寄附」について
3、 家庭内暴力 (DV)等支援措置について
4、 田]田市立博物館の収蔵資料について      ,

☆2020年 第2回☆
1、 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う町田市内のこみ排出
量の推移について

2、 新型コ回ナウイルス感染症を踏まえ、文部科学省が各教育委
員会に送付した、学習内容の二部を次年度以降iこ繰り越すこ
とを特例で認めるとした通知内容とそれへの対応について

3、 新型コロナウイルス懲楽症拡大防止に伴う田」田市立図書館
の対応について

☆写020年 第3回☆
11、 町田市のSDes(持続可能な開発目標)への取り組みについて
2、 コ回ナ禍にお|ナる文化施設につしヽて
3、 紙類などの資源化について

発 行 :「自由民主党」会派  【FaceboOk】 facebOOkttcOrV3ranio
会派室 :百 94=8520     【TWttter】 tw■terrcomん_ranio
阿由市森野2‐ 2‐22田J田市役可3階 【instaoran】 instagram. cottaniosany山tey

ptel.042-フ 22-3111【ёimhi 邸fo@ranio.

「自由民主党」会派通信 三滋亭 られ女の Fはるかぜ』
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一
日
で
も
早
く
マ
ス
ク

を
外
し
平
穏
な
生
活
が
取
り
戻
せ
る

よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一緒
に
カ

を
合
わ
せ
て
こ
の
状
況
を
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
町
田
市
議
会
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

臨
時
議
会
が
３
団
も
開
催
さ
れ
ま
し

た
。令
和
２
年
第
１
回
臨
時
議
会

（５

月
補
正
予
算
）
で
は
、
４
月
７
日
に

国
に
お
い
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
、
「新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
」

や
、
４
月
１５
日
に
東
京
都
に
お
い
て

発
表
さ
れ
た
「東
京
都
緊
急
対
策
（第

４
弾
と
等
に
基
づ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

い
る
方
へ
の
支
援
と
し
て
、
特
別
定

額
給
付
金
や
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

の
た
め
の
給
付
金
、
国
民
健
康
保
険

へ
加
入
し
て
い
る
方
へ
感
染
に
よ
る

休
業
等
へ
の
傷
病
手
当
金
を
支
給
し

ま
し
た
。
そ
の
他
、
町
田
市
民
病
院

に
お
い
て
医
療
機
器
を
購
入
す
る
と

と
も
に
感
染
症
対
策
と
し
て
保
健
衛

生
用
品
の
購
入
費
用
な
ど
の
補
正
を

実
施
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会

（５
月

補
正
予
算

（第
２
次
》
で
は
、
国
の

「新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
及
び
束

京
都
の

「市
町
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
特
別
交
付

金
」
を
活
用
し
①
中
小
企
業
者
へ
の

支
援
と
し
て
、
家
賃
補
助
や
緊
急
資

金
の
利
子
補
助
等
を
実
施
②
市
内
の

医
療
機
関
に
、
医
療
提
供
体
制
を
確

保
し
、
医
療
崩
壊
を
防
止
す
る
た
め

特
別
給
付
金
を
支
俗
③
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
と
し
て
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
へ
の
臨
時
特
別
総
付
金
を
支
総
④

小
。中
学
校
に
お
い
て
、
全
て
の
子

ど
も
達
の
学
び
を
保
障
で
き
る
環
境

を
早
急
に
実
現
す
る
た
め
Ａ
ｌ
人
１

台
端
末
環
境
の
整
備
を
加
速
し
、
計

画
を
前
倒
し
て
２。
年
度
に
整
備
を
完

了
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
第
３
団
臨
時
会
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
、
国
の
第
２
次
補
正
予
算

に
お
い
て
措
置
さ
れ
た

「新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し
①
中
小
企

業
者
家
賃
補
助
事
業

（第
２
弾
）②

ひ
と
り
親
家
庭
等
臨
時
特
別
給
付
金

支
給
事
業

（第
２
弾
）③
キ
ャ
ツ
シ
ュ

レ
ス
決
済
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
事

業
①
障
が
い
福
祉
サ
Ｌ
ビ
ス
事
業
継

続
支
援
事
業
な
ど
市
内
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
に
対
し
、
感
染
症
の
拡
大

防
止
を
図
け
つ
つ
事
業
を
継
続
す
る

た
め
の
費
用
を
支
援
し
ま
し
た
。

さ
て
、
令
和
３
年
第
１
回
臨
時
議

会
は
、
１
月
１４
日
に
開
催
さ
れ
、
「町

田
市
市
税
条
例
の
１
部
を
改
正
す
る

条
例
」
に
つ
い
て
の
み
行
わ
れ
ま
し

た
。令
和
２
年
セ
月
議
会
で
、
複
数

の
条
例
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
全

て
の
案
が
否
決
さ
れ
都
市
計
画
税
の

税
率
が
０
・
２４
か
ら
０
・
３
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
年
が
明
け

税
率
の
下
げ
幅
を
変
え
ず
に
減
税
の

実
施
期
間
の
み
変
更
し
た
条
例
案
が

再
度

一
部
の
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
＾

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

‐２
月
に
一度
否
決
さ
れ
た
条
例
が

１
か
月
も
経
過
せ
ず
覆
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
罫
啜会
の
議
決
は
重
い

も
の
で
あ
り
、
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
」
で
あ
る
と
私
は
者

え
ま
す
。

令
利
３
年
１
月
２９
日
、
補
正
予
算

が
専
決
処
分
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
ｖ

市
民
の
皆
様
に
新
型
ヨ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
を
円
滑
に
接
種
で
き
る

よ
う
、
接
種
券
の
作
成
や
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営
等
、
直
ち
に

事
前
準
備
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
財

源
と
な
る
国
の
第
３
次
補
正
予
算
が

成
立
し
た
後
、
必
要
経
費
に
係
る
補

正
予
算
を
専
決
処
分
し
ま
し
た
。
以

上
が
、
２
０
２
０
年
度
の
臨
時
議
会

等
の
内
容
で
す
。

い
わ
せ
和
子
は
、
こ
れ
か
ら
も
町

田
市
に
暮
ら
す
市
民
の
皆
様
が
感
染

症
対
策
等
を
含
め
安
全
、́
安
心
に
生

活
で
き
る
よ
Ｒヽ

そ
し
て
活
力
あ
る

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
後
も
更
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

‐

／

′
一

１メ

・皆
様
の
声
を
一か
た
ち
に
」
！

一◆
新
生
児
臨
時
特
別
給
付
金
事
業

１
人
Ю
万
円
を
支
給
す
る
特
別
定
額
給
付

金
は
い
４
月
２７
日
ま
で
の
出
生
者
が
対
象

で
し
た
が
、
２
０
２
１
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
新
生
児
に
対
し
て
も
給
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
町
田
市
議
会
政
務
活
動
費

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
推

進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
令
和
２

年
度
の
政
務
活
動
費
を
５０
％

（１
、
２
タ

６
万
円
）。
ま
た
、
行
政
視
察

（５
０
８

万
７
千
円
）
も
削
減
し
ま
し
た
。

◆
義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
制
度

２
０
２
１
年
４
月
１
日
か
ち
実
施
。

所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。

◆
学
重
保
育
ク
ラ
ブ
高
学
年
受
入

２
０
２
１
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
。

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
σ
対
象
兄
蟄
を
、
４
年

生
か
ら
６
年
生
の
高
学
年
ま
で
拡
大
し

ま

し

た

。

◆
ロ
ダ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
テ
ン
が
定
期

予
防
接
種
に

２
０
２
０
年
Ю
月
１
日
か
ら
実
施
。

乳
幼
児
期
に
か
か
り
や
す
い
胃
腸
炎
の

一　
つ
。

◆
町
田
市
の
中
学
校
結
食
が
全
員
給
食
へ
“

現
在
、
お
弁
当
持
参
と
外
注
の
デ
リ
バ

リ
ー
型
給
食
を
併
用
。
今
後
、
市
内
３
カ

所
に
給
食
セ
ン
タ
ー
を
作
り
、
４
～
５
年

後
の
提
供
開
始
を
目
指
し
ま
す
。
給
食
セ

ン
タ
ー
は
、
災
害
時
に
避
難
所
へ
非
常
食

を
配
送
で
き
る
と
い
う
複
合
的
な
機
能
も

持
た
せ
ま
す
。

コ」コ お

鶴川第二小学校通学路「がんばり坂」
にガードバイプが設置。(学校、PTA、 町
内会より要望を頂き」R東海に要望書提出)

面菌雷琴蓉絡 ぎ訂れ

小倉まさのぷ衆議院議員主催の勉強会

待望の下水道省新設工事
鶴川駅南□、市造203号線、

|

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
４
２

（７
３
２
）
３
５
６
３

年
前
８
時
３０
分
～
午
後
７
時

医
療
従
事
者

へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

開
始
。
４
月
以
降
、
高
齢
者
の
接

種
を
開
始
予
定
で
す
。
接
種
費
用
は

無
料
で
す
。

近
隣
施

設

を
利

用
さ

れ

る
市

民
か

ら

の
要

燿
流
瑚
鉾

瓢
敗
魏

孫

靴

」

モ

っ
ね
く
ば

緑

11日生まれ (細野和子)まうづくりと子育てに奮闘中.I

ビアPASVベスカドiラ・



霜
拿
言
需
〓
・条
轟
～

間
　
中」
の
先
（
町
田
市
は
ど
の
よ
う
に
し
て
曽
が

幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
、
未
来
の
あ
る
地
域
社
会
を

実
現
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　
現
在
、
策
定
し
て
い
る

（
仮
称
）
ま
ち
だ

未
来
づ
く
リ
ビ
ジ

ョ
ン
２
０
４
０
は
、
誰
も
が
夢

を
描
く
こ
と
が
で
き
、
幸
せ
を
感
し
ら
れ
る

「
ま

ち
だ
の
未
来
」
を
つ
く
る
た
め
に
、
多
く
の
市
民

の
皆
様
か
ら
意
見
を
伺

っ
て
い
ま
す
。
将
来
の
社

会
変
化
を
し

っ
か
り
と
見
極
め
、
新
た
な
価
値
を

生
み
出
し
続
け
る
こ
と
で
、
多
く
の
方
に
選
ん
で

い
た
だ
け
る
、
住
み
続
け
て
い
た
だ
け
る

「き
ら

め
く
町
田
」
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

間
　
「子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
の
今
後
の
展
開

は
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
世
界
の
と
い
う
の
は
お
こ
が
ま
し
い
で
す

が
、
日
本
に
お
け
る
子
ど
も
施
策
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
が
町
田
市
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

間
　
ス
ヌ
ー
ピ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
連
携
し
た
校

外
学
習
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
け

市
長

児
童
が
英
語
で
示
さ
れ
た
ミ

ッ
シ

ョ
ン
を

展
示
物
か
ら
探
し
出
し
て
英
語
で
答
え
る
事
や
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
関
す
る
英
語
の
ク
イ
ズ
を
覆

に

あ
ら
わ
し
て
答
え
る
な
ど
、
話
す
こ
と
、
書
く
こ

と
、
読
む
こ
と
に
つ
な
が
る
体
験
学
習
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

間
　
市
内
中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
つ
い
て
、

，

後
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　
町
田
市
は
独
自
に
、
事
業
を
受
け
渡
す
側

を
対
象
と
し
た
事
業
承
継
支
援
補
助
金
を
設
け
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
多
摩
２６
市
で
初
め
て
の
取

り
組
み
で
す
。
具
体
的
に
は
、
市
内
に
本
社
を
置

き
、
社
内
の
事
業
承
継
や
Ｍ
＆
Ａ
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
中
小
企
業
に
対
し
て
、
事
業
承
継
の
初
期

診
断
や
計
画
作
成
、
Ｍ
＆
Ａ
の
仲
介
経
費
な
ど
を

補
助
す
る
も
の
で
す
。
引
き
続
き
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
み
を
生
か
し
た
支
援
、
事
業
承
継
資
金
融

資
を
行
い
、
市
内
事
業
者
の
円
湾
な
事
業
承
継
を

促
進
し
て
い
き
ま
す
。

問

「
（仮
称
）
都
市
づ
く
り
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
策
定
の
方
向
性
は
。

市
長
　
「（
仮
称
）
都
市
づ
く
り
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
の
策
定
は
、
都
市
づ
く
り
に
ま
つ
わ
る
全
て

の
分
野
の
計
画
を

一
元
的
に
策
定
し
、
２０
年
先
を

見
据
え
た

一
貫
し
た
都
市
像
を
描
い
て
、
分
野
横

あ
な
た
に
代
わ
っ
て
質
問
し
ま
す
。

せ
利
子
蕊
（本酒
胴

暮
ら
し
の
疑
間
、
地
域
の
困
り
ご
と
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

L

わ

断
面
か
つ

一
連
し
た
施
策
展
開
に

つ
な
げ
る
も
の

で
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
全
国
的
に
例
を

見
な
い
先
導
的
、
意
欲
的
な
も
の
で
、
町
田
市
に

暮
ら
す
こ
と
が
よ
り
楽
し
く
、
快
適
で
魅
力
的
に

な
る
よ
う
な
時
間
の
通
る
し
方
、
暮
ら
し
方
を
提

案
す
る
計
画
と
し
ま
す
。

間
　
２
０
４
０
年
代

に
向
け
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

活
用
し
て
行
政
経
営
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

市
長
　
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
積
極
的
に
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
事
受
で
き
る
養

奈

い
わ

ゆ
る
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
，
０
の
実
現
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
市
の
対

応
の
経
過
は
。

市
長
　
町
田
市
は
保
健
所
政
令
市
の
強
み
を
生
か

し
、
日
常
的
な
相
談
窓

口
に
加
え
、
感
染
が
疑
わ

れ
る
方
が
利
用
で
き
る
帰
国
者

。
接
触
者
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
を
い
ち
早
く
、
保
健
所
内
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
看
護
師
を
配

置
し
、
専
門
的
な
状
況
聴
取
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

感
染
の
疑
い
の
あ
る
場
合
に
は
、
帰
国
者

・
接
触

者
外
来

へ
る
案
内
す
る
と
い

っ
た
迅
速
な
対
応
が

で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
適
切
な
相
談
体
制
を

構
築
し
、
市
民
の
皆
様
の
不
安
感
の
払
拭
に
努
め

て
い
ま
す
。

間
　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、
市

で
は
、
保
育
国
や
学
重
保
青

ク
ラ
ブ
、
医
療
現

環

高
齢
者
施
設
、
障
が

い
音
施
設
な
ど
の
感
染
予
防

の
た
め
に
何
ら
か
の
具
体
的
な
対
応
を
と
ら
れ

て

い
る
の
か
。

市
長
　
市
が
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
た
マ
ス
ク
の
在
庫
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
当
面
の
指
置
と
し
て
緊
急
を

要
し
て
い
た
保
育
園
と
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
そ
れ

ぞ
れ
１
万
枚
ず
つ
、
障
が
い
児
関
連
施
設
に
２
千

枚
本
町
田
市
医
師
会
に
８
千
府
塀
一配
付
し
ま
し
た
。

轟
群
是
‐，
，
雖
畠
評
一

〇
新

型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染

産

の
影

響

を

受

け

て

間
　
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
現
場

（陽
性
患
者
の
方

の
移
送
等
）
で
働
く
職
員
の
方
に
対
し
、
特
殊
勤

務
手
当
の
見
直
し
を
。

答
弁
　
町
田
市
の
条
例
で
は
、
職
員
が
感
染
症
患

者
の
方
や
感
染
症
病
原
体
、
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

る
も
の
に
接
触
す
る
業
務
に
従
事
し
た
時
に
は
、

特
殊
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
と
定
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
や
都
及
び
近
隣
自
治
体
の
支
給
要
作
を

比
較
し
、
見
直
し
を
検
討
中
で
す
。

Ｏ
新

型

コ
ロ
ナ

ウ

イ

ル

ス

の
影

響

を

受

け

不

登
校

の
子

ど

も
達

へ
の
対
応

は

。

間
　
不
登
校
の
子
ど
も
達
が
無
理
に
学
校
に
行
か

な
く
て
も
、
遠
隔
授
業
に
参
加
し
、
学
習
が
…
で
き

る
取
り
組
、
環
境
づ
く
り
ま
た
＾
登
校
で
き
る
き
っ

か
け
づ
く
り
を
。
現
状
と
課
題
、
対
応
は
。

答
弁
　
不
登
校
の
定
義
は
、
何
ら
か
の
心
理
的
、

情
繕
的
、
身
体
的
あ
る
い
は
社
会
的
要
因

・
背
景

に
よ
り
、
登
校
し
な
い
、
あ
る
い
は
し
た
く
と
も

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
た
め
年
間
３０
日
以
上
欠
席

し
た
者
の
う
ち
、
病

気
や
経
済
的
な
理
由

に
よ

る
者
を
除
い
た
者
と
な

っ
て
い
ま
す
。
町
田
市
０

不
登
校

の
児
童
生
徒
数

は
、
２
０

１
８
年
度
は

小
学
校
が
１
６
２
人
、
中
学
校
は
４
９
４
人
で
、

２
０
１
９
年
度
は
、
小
学
校
が
２
１
０
人
、
中
学

校
は
５
６
４
人
で
、
い
ず
れ
も
前
年
度
よ
り
増
加

し
て
い
ま
す
。
不
登
校
の
主
な
理
由
は
、
友
人
間

係
を
め
ぐ
る
問
題
や
学
業
の
不
振
、
親
子
関
係
か

ら
生
じ
る
間
題
、
更
に
は
本
人
の
無
気
力
や
不
安

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
学
校
で
は
、
不
登
校
の
児
童

生
徒
に
対
し
て
、
電
話
連
絡
や
家
庭
訪
間
を
行
う

等
の
支
援
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
課
題
は
、
様
々

な
対
策
を
行

っ
て
い
ま
す
が
不
登
校
の
児
童
生
徒

数
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
。
不
登
校
に
至
る

未
然
防
止
対
応
や
初
期
支
援
、
長
期
的
な
支
援
の

更
な
る
取
組
が
必
要
で
す
。
対
応
は
、
学
校
で
は
、

児
童
生
徒

一
人

一
人
の
実
態
を
把
握
す
る
と
共

に
、
教
職
員
で
情
報
を
共
有
し
、
未
然
防
止
や
早

期
支
援
に
努
め
、
ま
た
毎
月
、
心
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
児

童
生
徒
面
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
の
臨
時
休
業
期
間
中

も
、
引
き
続
き
不
豊
校
児
童
生
徒

へ
の
家
庭
連
絡

や
課
題
の
配
付
を
継
統
し
て
実
施
し
、
ま
た
、
臨

時
休
業
期
間
中
に
市
内
小
学
校
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
た
学
級
の
活
動
に
不
登
校
児
童
が

参
加
で
き
た
事
例
が
あ
り
（
不
登
校
児
童
生
徒
の

学
校
復
帰

へ
向
け
た

一
つ
の
手
だ
て
と
し
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
指
導
に
も

一
定
の
成
果
が

あ
る
事
が
分
か
り
（
引
き
続
き
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
町
田
市
を
構
成
す
る
旧
５
か
町
村
に
適
応
指

導
教
室
の
設
置
を
。
　

´

答
弁
　
町
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
適
応
指
導

教
室
は
、
通
室
す
る
子
ど
も
達
の
学

習
画
の
支
援

を
す
る
た
め
、
実
態
に
応
じ
た
カ
リ
キ

ニ
フ
ム
を
一

編
成
し
、
指
導
す
る
教
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
再
任
用
教
員
を
中
心
に
配
置
し
、
指
導
や

支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
教
員
不
足
の

影
警
か
ら
、
教
員
の
確
保
が
難
し
い
と
い
う
新
た

な
課
題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
教
育
セ

ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
る
適
応
指
導
数
室
の
拡
充

を
し

っ
か
り
と
行
い
、
そ
の
上
で
、
距
離
等
の
間

擢
で
利
用
で
き
な
い
と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
た

め
の
方
策
を
検
討
し
ま
す
。

要
望
　
小
中
学
校
に
お
い
て
、
不
登
校
で
あ

っ
て

も
特
定
条
件
を
満
た
せ
ば
Ｉ
Ｔ
等
を
駆
使
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
を
家
庭
で
行
う
こ
と
に
よ
り
出
席

扱
い
に
す
る
制
度
が
あ
る
。
こ
れ
は
２
０
０
５
年

か
ら
施
行
さ
れ
た
制
度
で
、
２
０
１
９
年
の
時
点

で
出
席
扱
い
と
な

っ
た
の
は
２
８
６
人
に
留
ま

つ

て
お
り
、
２
０
１
８
年
度
の
全
国
の
不
登
校
児
童

生
徒
の
人
数
が

１６
万
人
、
全
体

の
Ｗ
修
。
文
部

科
学
省
で
は
、
こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
、

２
０
１
９
年
１０
月
に

「
不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て

（通
知
ご

を
各
都
道
府
県

の
知
事
や
教
育
機
関
に
通
達
し
て
い
る
。
是
非
こ

の
制
度
を
町
田
市
で
も
検
討
を
。

覇
メ鞘静
ユ
富一麒乳

０
学
重
保
育
ク
ラ
ス
の
高
学
年
児
童
受
け
え

れ
に
つ
い
て

間
　
申
請
時
期
を
早
め
た
理
由
は
。

答
弁
　
ウ⊂
れ
ま
で
と
同
様
に
低
学
年
児
童
を
審
査

し
、
人
数
を
確
定
し
た
後
に
新
た
に
開
始
さ
れ
る

高
学
年
児
童
の
審
査
及
ぴ
選
考
を
行
い
、
各
ク
ラ

ブ
の
定
員
の
範
囲
内
で
入
会
を
決
定
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
申
請
時
期
を
早
め
ま
し
た
。
ま
た
、
保

育
園
の
申
請
と
時
期
を
合
わ
せ
る
事
も
考
慮
し
ま

し
た
。

間
　
低
学
年
児
重
の
全
員
入
会
に
関
し
て
何
か
影

響
は
あ
る
か
。
ま
た
、
高
学
年
児
童
の
受
入
れ
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
保
育
の
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
の
状
況
は
。

答
弁
　
低
学
年
と
障
が
い
の
あ
る
児
童
は
、
今
ま

で
通
り
全
員
が
入
会
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、　
一
定

の
期
間
後
も
保
育
の
必
要
性
が
高
い
低
学
年
児
童

を
優
先
し
入
会
を
決
定
し
ま
す
。
町
田
第

一
小
学

校
と
南
第

一
小
学
校
で
は
、
高
学
年
児
童
の
受
入

れ
に
対
応
す
る
た
め
施
設
の
増
築
や
拡
張
工
事
を

実
施
し
、
そ
の
他
に
も
、
学
校
の
教
室
を
放
課
後

に
活
用
す
る
と
い

っ
た
方
法
で
保
育
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
高
学
年

児
童
に
つ
い
て
は
、
入
会
希
望
の
ク
ラ
ブ
を
第
２

希
望
ま
で
選
べ
る
よ
う
に
す
る
事
で
、
可
能
な
限

り
入
会
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

間
　
学
重
に
継
続
し
て
入
会
す
る
世
帯
に
向
け
て

は
各
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
で
受
付
を
始
め
て
い
る
が
、

郵
送
に
よ
る
受
付
を
導
入
す
る
等
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
り
、
利
便
性
も
苛
上
す
る
よ
う

な
取
り
組
を
。

答
弁
　
郵
送
に
よ
る
申
請
受
付
は
、
保
護
者
の
利

使
廷
伺
上
に
も

つ
な
が
る
。
実
施
に

つ
い
て
早
急

に
検
討
し
ま
す
。

Ｏ
家
庭

的

保

育
事

業

に

つ
い
て

間
　
認
可
保
育
所
は
（
法
人
格
と
し
て
認
可
さ
れ

て
い
る
の
で
、
代
わ
り
の
国
長
を
選
任
す
れ
ば
運

曽
が
続
け
ら
れ
、
閉
所
と
は
な
ら
な
い
が
、
家
庭

的
保
育
事
業
者
の
場
合
は
、
事
業
者
個
人
を
認
可

し
て
い
る
の
で
、
保
青
に
従
事
で
き
な
く
な
っ
た
時

点
で
認
可
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
と
い
う
事
に

な
り
、
閉
室
と
な
る
。
急
な
閣
室
と
な
る
と
、
利

用
し
て
い
る
保
護
者
や
園
児
に
影
響
が
出
て
く
る
。

一
信
頼
し
て
子
ど
も
を
預
け
る
保
護
者
の
た
め
に
も
、

一
例
え
ば
閉
室
ま
で
の
猶
予
期
間
を
設
け
る
事
や
代

一
わ
り
の
承
庭
的
保
青
事
業
者
を
選
任

で
き
る
等
、

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
の
検
討
を
。

一
答
介
　
ま
ず
は
、
国
児
の
保
育
を
継
続
し
て
い
く

・事
が
急
務
で
す
。
園
児
の
新
た
な
受
入
先
に

つ
い

て
、
近
隣
の
保
育
所
と
調
整
を
行
ぅ
等
、
家
庭
的

保
育
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
（
家
庭
的
保

育
事
業
者
が
保
育
業
務
を
で
き
な
く
な
る
場
合
の

一対
策
は
、
ま
ず
（
家
庭
的
保
育
事
業
者
が
安
定
し

た
保
育
事
業
、
保
育
業
務
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、

日
頃
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
図
る
事
が

必
要
で
す
。
２
０
１
８
年
に
市
内
０
家
庭
的
保
育

事
業
者
で
構
成
さ
れ
る
町
田
市
家
庭
的
保
育
者
の

会
が
発
足
し
て
お
り
＾
こ
の
課
題
に
つ
い
て
共
有

し
て
お
り
ま
す
。
運
営
業
務
の
事
務
負
担
の
軽
減

や
、
各
家
庭
的
保
育
事
業
者
と
連
携
契
約
を
し
て

い
る
認
可
保
育
所
で
の
代
替
保
育
等
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

Ｏ
鶴

川

地
域

の
バ

ス
路
線

に

つ
い
て

間
　
広
袴
三
、
四
丁
目
、
夏
光
寺
三
丁
目
等
の
高
台

に
住
む
住
民
か
ら
バ
ス
路
線
の
新
設
、
も
し
く
は

現
行

の
バ
ス
路
線

の
延
伸
か
迂
回
を
！
と
い
う
要

整
が
あ
る
や
バ
ス
事
業
者
と
協
議
を
し
た
結
果
ｒ
運

転
手
不
足
の
間
題
等
か
ら
バ
ス
躇
線
を
新
設
も
し

く
は
延
長
、
迂
回
す
る
事
は
周
辺
の
既
存
路
線
を

減
便
す
る
必
要
が
あ
り
、
地
域
全
体
と
し
て
の
バ

ス
の
利
便
性
や
速
選
性
が
損
な
わ
れ
る
た
め
難
し

い
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
が
、
再
検
討
を
や
ま
た
、

小
型
乗
合
交
通
の
実
証
実
験
を
。

答
弁
　
交
通
空
自
地
区
の
解
消
に
向
け
た
取
組
を

地
域
の
皆
さ
ん
、
交
通
事
業
者
、
３
者
協
働
に
よ

っ

て
進
め
て
い
ま
す
。
実
験
に
至
る
ま
で
も
、
地
域

に
お

け
る
組
織
の
立
ち
上
げ
、
合
意

形
成
な
ど

様
々
な
要
件
が
あ
り
、
ま
ず
は
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
の
相
談
に
し

っ
か
り
と
の

っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
鶴
川
地
区
協
議
会
地
域
活
性
化
事
業

で
は
、

毎
月
♪
第
４
金
曜
日
に
無
料
送
迎
車
に
乗

っ
て

「欝

川
団
地
セ

ン
ダ
‥
名
店
衡

に
お
買

い
物

に
行

こ

う
！
」
と
い
う
取
組
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
鶴
川

団
地
で
は
、
電
動
カ
ー
ト
を
用
い
て
高
齢
者

の
移

動
の
手
助
け
を
し
て
い
る
。
市
は
，
後
ど

の
よ
う

に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

答
弁
　
今
後
の
高
齢
化
率
の
進
捗
に
よ
り
、
自
動

車
運
転
免
許
の
返
納
な
ど
も
増
え
、
ま
た
移
動
手

段
を
失

っ
て
外
出
が
難
し
く
な
る
方
も
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
市
は
（
高
齢
者
の
方
々
に

目
的
を
持

っ
て
健
康
に
出
歩
い
て
頂
く
た
め
に
、

ど

の
よ
う
な
移
動
手
段
が
最
適
な

の
か
、
今
後

し

っ
か
り
と
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

ｒ
一祗
２
争
筆
を
坐
ユ

般
豊
臣
一

０

「
設

置

製

ベ

ビ

ー

ケ

ア

ル

担

ム

」

に

つ

い
て

間
　
１
畳
ほ
ど
の
省
ス
ペ
ー
ス
、
１
０
０
Ｖ
の
コ
ン

セ
ン
ト

で
設
置
可
能
。

移
設
可
能
。
消
防
法
関

連

へ
の
対
策
が
で
き
て

い
る
。
市
も
導
入
を
。

答

弁
　
安

価

で

工

事

不
要

で

設

置
が

可
能

で
（

移

動

可
能

と

い

う

点

で
メ

リ

ッ
ト

が

あ

る

が
、

水

回

り

の

ら
れ
る
の
か
。

答
弁
　
現
在
、
中
学

校
給
食
利
用
者
の
う

ち
、
経
済
的
に
支
援

が
必
要
な
方
に
は
就

学
援
助
や
生
活
保
護

費
に
よ
り
補
助
を
し

て
い
ま
す
。
「新
た
な

中
学
校
給
全
の
提
供

方
式
」
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
０
写
■
月

「
町
田
市
学
校
給
食
問
題
協
議

△
ご

に
諮
問
し
、
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。
協
議

会
は
、
全
５
回
の
開
催
を
予
定
で
、
２
０
２
１
年

１
月
の
答
申
を
受
け
る
予
定
で
す
。　
　
　
　
　
‐

間
　
就
学
援
助
費
や
生
活
保
護
受
の
支
払
わ
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
は
？

答
弁
　
中
学
校
は
、
就
学
援
助
費
や
生
活
保
羨
費

の
い
ず
れ
も
（
先
に

コ
ン
ピ

ユ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か

ら
給
食
費
を
入
金
し
そ
の
後
、
給
食
を
利
用
し
た

実
績
に
基
づ
い
て
、
学
校
給
食
費
分
を
支
給
し
ま

す
。

間
　
中
学
校
は
、
結
食
を
利
用
す
る
ま
で
の
手
続

き
が
煩
維
で
、
更
に
結
食
費
分
の
支
結
は
螢
払
い

と
い
う
状
況
で
は
、
補
助
が
出
る
と
は
い
え
、
結

食
を
利
用
し
な
い
家
庭
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

状
況
は
。

答
弁
　
中
学
校
で
、
就
学
援
助
費
及
び
生
活
保
護

章
を
受
給
し
て
る
方
の
う
ち
、
給
食
を
利
用
し
て

い
る
生
徒
の
割
合
は
、
２
０
１
９
年
度
の
実
績
の

デ
ー
タ
で
、
就
学
援
助
が

２７

・
５
修
、
生
活
保
護

が

‐９

。
６
多

と
な

っ
て
い
ま
す
。

間
　
中
学
校
織
食
の
全
体
の
喫
食
率
は
、
１０
％
程

度
で
、
支
援
を
受
け
て
い
る
方
で
も
、
結
食
を
利

用
し
て
い
る
割
合
が
置

い
事
が
わ
か
る
。
中
学
校

描
食
の
提
供
方
法
を
大
き
く
見
直
す
の
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
を
機
に
選
択
制
か
ら
全
員
結
食

へ
。
結
果
と

し
て
支
援
が
必
要
穂
方
も
全
員
が
安
心
し
て
結
食

の
提
供
を
受
け
る
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
が
如

設
備
が
な
く
、
手
洗
い
や
調
乳
が
で
き
な
い
事
が

課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。
導
入
に

つ
い
て
は
、
活

用
事
例
を
参
考
に
研
究
し
ま
す
。

Ｏ

貧

田

泰

庭

の

「
食

一

と

「
学

習

支

援

」

に

つ
い
て

ω
中
学
校
給
食
に
つ
い
て

間
　
市
は
責
国
家
庭
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
支

援
を
行
な

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
９

月
議
会

で
市
長
は

一中
学
校
綺
食
に
つ
い
て
現
在

の
選
択
制

の
給
食
を
見
直
す
」
と
の
こ
と
ｏ
新
た

な
提
供
方
法
に
向
け
て
の
検
討
は
ど
の
構
に
進
め

何
か
？

答
弁
　
そ
の
方
式
が
現
状
の
課
題
の
解
決
に
な
る

か
、
ま
た
、
メ
リ

ツ
ト
、
デ
メ
リ

ッ
ト
の
監
較
、

コ
ス
ト
は
ど
う
か
ム
華
冠

ま
で
の
鶏
間
は
ど
う
か
、

実
現
性
は
ど
う
か
な
ど
、
学
校
給
食
問
題
協
議
会

の
答
申
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。
ま

た
、
就
学
援
助
や
生
活
保
護
を
受
け
る
方
の
申
し

込
み
方
法
や
支
給
方
法
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
提

供
方
式
を
考
え
て
い
く
中
で
簡
素
化
す
る
事
を
視

野
に
入
れ
て
い
き
ま
す
。

要
望
　
旧
忠
生
第
六
小
学
校
の
健
康
増
進
関
連
施

設
拠
点
と
し
て
の
活
用
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
，

視
点
に
加
え

「
食
」
と
し
て

「
給
食
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
も
加
え
て
考
え
、
公
共
施
設
の
複
合
化
と
し

て
は
、
地
域
貢
献
と
い
う
観
点
か
ら
も
積
極
的
に

進
め
ま
た
、
災
害
時
は
非
常
食
の
提
供
（
自
衛
隊

の
派
遣
要
請
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
も
視
野
に

入
れ
進
め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

②
学
習
支
援
に
つ
い
て

間
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

「子
ど
も
の
学
び
を
止

め
な
い
‥
」

と
い
う
と
と
が
必
要
。
新
た
に
取
り

組
む
べ
き
こ
と
は
。

答
弁
　
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
の

「
ま
こ
ち

，
ん

教
室
」
で
は
、
派
遣
型
を
受
講
し
て
い
る
１２
人
の

子
ど
も
を
対
象
に
、
３
か
月
程
度
、
タ
ブ
レ

ッ
ト

端
末
を
活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
学
習
を
施
行
予
定
と

な

っ
て
お
り
、
こ
の
学
習
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

↓
み
”
舛
睦
補
嘲
妙
購
丈
投
頚
一
幹
鐸
産
癬
瀬
ガ

イ
ン
上
で
学
習
支
張
を
行
な
う
も
の
れ
り
。
尚
、

実
施
に
際
し
て
は
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
等
の
機
器

が
な
い
家
庭
に
は
（
無
料
で
賞
与
し
ま
す
。

間
　
地
域

で
学
習
支
援

を
し
て
い
る
団
体
と

の

ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
地
域
と
の
連
携
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
地
域
で
無
料
又
は
安
価
で

学
習
支
援
を
し
て
い
る
団
体
が
、
ど
こ
に
ど
れ
だ

け
あ
る
か
、
関
係
部
署
と
連
携
し
て
実
態
把
握
に

努
め
ま
す
。

要
望
　
子
ど
も
生
活
部
と
地
域
福
祉
部
、
教
育
委

員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
特
色
あ
る
こ
ど
も

へ
の
学
召
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
行
政
や

学
校
は
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
し
か
対
応
が
で
き

て
い
な
い
。
そ
れ
以
外
の
部
分
を
無
料
又
は
安
価

で
学
習
支
援
を
提
供
け
て
い
る
団
体
が
地
域
に
あ

る
。
今
後

「
町
田
市
の
学
習
支
援
」
を
ど
の
様
に

構
築
し
て
い
く
の
か
、
事
業
の
更
な
る
充
実
を
図

る
こ
と
と
併
せ
て
、
庁
内
関
係
部
署
の
よ
り

一
層

の
連
携
を
望
む
。
町
田
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

違
が
、
安
心
し
て
学
習
で
き
る
よ
【ｎ

行
政
・学
校
・

地
域
が
、
お
互
い
に
信
頼
関
係
を
構
築
し
た
上
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
て
、
連
携
し
て
行
く

こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

t′ i

iた,
営ヽ
二通l
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収 書 等 貼 付 用1紙

194-0035    ・

東京都町甲市忠生3-13-40

自由民主党会派
松岡 みゆき

田T田市議会議員

‖卜・‖¶司n‖町叫‖町引■Щ口h卜町賄町鳴町軋‖・耐 :

9012695■  o13

様

日郵便物の返逮先
町田部便局

194-8799

東京都町田市旭町3-2-22

042-722-2289

広報費 買′lヽ計 備考

晟嵩F雰霧會派町田市議会議員

甲李鄭揮株
―式会社∞

【お問合せ先】 ―

撃評解7j2-22れ

様

酵騨斧靱 幾:壌懇ュー桑転I妬

'生

i

011430-loo2880・00
発行日 (Date of issue)

2020年 9月 6日

ご利用金融機関の窓日において、お害さまご本人のお名前、
ち|'長行にお問合せくださぃ)。



後納郵便物等取扱票 (お客様用 )

お 客 様 名

お 客様 住 所

お客様電話番号 :

お 客 様 番 号 :

後 納 承 認 局 :

後納お取引番号 :

自由民主党会派 町田市議会議員 松
T  194-0035

東京都町田市忠生 3丁 目13-40

2001-011450

0001620077

岡みゆき 様

取扱日

2020. 8.10

発行日時 :2020年 8月 10日 16:45

発行番号 1200810f0001

〒 1,0-8792 日本郵便株式会社

東京都千代田区大手町2-3-1
連 絡 先 :町田郵便局
電話番号 :0570-03卜 269

担 当 :山 口 秀―
取扱局コー ド:2001-0■ 450

ｌ
μ
∞
０
１
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“
　
一，
・

.卜
注)こ
竹
lま領 II又書で

?0そ P981!― ,,PI -0114,6

はありません。また、表示 されている料金は実際の請求 と異なる

-84951540-200810f0001-001

(損害要償額)(円 )
(害J31種月1)

摘   要
料金 (円 )

209,328

209,328

単価 (円 )

842,492

通 (個 )数

Ⅲ2,492

量目/
サイズ

25.Og

特殊取扱種別

第 1種定形

項番

■il 合計

あります。
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上記金額正に領収致しました。

収  入 潔錫 錢錢麹婚
読売センター〒194-9052
町 田市 本 町 目 2192-15
TEL042-728-6523

印  紙
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194roo35

東京都町田市忠生3-13=40

請求日:2020年8月 31日

コード: 1107

18i3

請 求 書
松岡みゆき事務所 御中

下記の通りご請求申し上げます。

有

〒

TEL
FAX

(締 日:2020年 8月 31日  )
誤不挿女、十象小客百 消書不挿 非課不挿箱

99,254 9,925 0 ¥109,179

8/26～  8/29A3折り
西F府 J H稲 ハ 妬 I  桔 差 99,2544ヽ′ 680

8月 29日

39773
松岡議員 議員レポー ト

7,130

990

6,560

5,8C

6r8C

7.80

41,354

6,732

51,168

Ａ

Ｂ

Ｃ

99,254 9,925 109,179

伸 オ 狩 蛍 ′ I 奈 舞 I  備 考

印 希 浄 肖 イ「隔 谷 密 桔 差

扉 痛 約 暫 稲 谷 霜 繕 差

西Π夕苫萎浄 肖 柄

`卜

密冒 繕 差

暉 ラ市蟄 逆イ諄 容 妬 備 考

! 請求金額 99,254 9,925 109,179

【お振込先】有限会社アスク
三菱UF」 普通 日座  2500832

1/1ページ

発行 日:2020年 8月 31日

-185-
町田支店



♂

⇔

適
■
可か

F珂

者で売を'合わせ'て、とj僅 :チ祖:を拶オーニ九.ま生jォ!:う 言

コロナ禍において、4月に緊急事態宣言

が発令 :その後も学校の休検日外出自粛田

経済の停滞と様々な影響が出ています。

しかし、全ての国民、子供からお年寄り

まで耐え忍んでいます。なんて素晴らしい

国柄でしょうか。コロナ対策として、町田市

議会においても定例会に加え5月、7月に

臨時議会を開き、私達議員は市民の皆様

のお役に立てるように、議案・予算の審議

や提案に、一生懸命に活動しています。

1日も早く、安心して過ごせるように、私

達`議会と、行政と、市民の皆様、一丸とな

つて、のりこえて参りましょう!!
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☆☆☆ 松岡みゆき プ国フィール ☆☆☆

☆生年月日 昭和36年 9月 19日 (58歳 )  自衛官募集相談員理事
☆出身 福岡県柳川市(北原白秋の出生地) 人形美術協会・武相愛石会
☆家族 夫・長男・長女・孫 3人        町田市マレットゴルフ協会顧問
☆学歴 佐賀県佐賀女子短期大学卒     拉致問題を考える町田有志の会

☆前職 元保育士・元忠生小学校図書指導員 ☆役職等 (町田市議会議員3期 )

★資格 ′lⅢ学校教諭・幼稚園教諭=保育士
こ 文教社会常任委員会委員

書道五段i人形総合師範・     議会運営委員会副委員長

プリザーブドフラワーインストラクタT  議会改革調査特別委員会

★趣味 詩吟・俳句・映画鑑賞・読書     前総務常任委員会委員長
☆所属する会 明治神宮崇敬会役員     前健康福祉常任委員会副委員長

文化協会 (書道・人形)・更生保護女性会   前決算特別委員会委員長

…

・

F

′

と

子育てお母さんの味方 !

ブログの検索はこちら

松岡み き ブログ

ボランティア募集 (ポステイングなど)⇒

市政で国り事、気軽に声かけ下さい

86-

町田市議会議員  ―ロ

思しヽつりのある町に !

自由民主党会派 議会報告

住所 〒19牛0035東京都町田市忠生3‐1争40

TEL/RAX 04.2-794‐3280.

E―mait irrl― matsuoka@tbpi… com―nejp

h‖pノハ鵬鵬眈matuOka―m.com/
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４
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，

教
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学
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簸
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み
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め
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ホールで文化祭を開催 (会長・高野宗佳)私(松岡みゆきモぅ出展し文化の発展に貢献 !令和元年 10/30～ 11/4

喜亀魁禁羹申
い)

ンスト
リザーブドフラワi羽子板人形総合師範

人形文化連盟
書道 (深根固抵 )

書道5段

3月議会・防災テント備書i性教育を聞う 6月議会i熱中症対策・元号令和への対応

月議会田多胎児の子育ておごみの出し方・投票率向上 12月議会占台風対策田子供の SNS被害
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松 岡 み ゆ き の 一 般 質 問 令和元年 4議会 まとめて :晒 構 会だよりから や
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田 5 月に 2 度の臨時会を開催 ! ロナ禍対応で予算を成立 !コ

① 医療機関特別給付金 (1億 0690万円)け医療提供体制の確保・医療崩壊の防止
② PCR検査 (4403万円)吟地域外来・検査センターを4/27日 に開設。医師がPCR検査を必要と
判断した場合に紹介された方のみ実施。PCR検査時の院内感染ジスクを抑え医療機関につなぐ
③ 中小企業者支援 (10億 5629万円)→営業活動の停滞、営業時間の短縮が起き家賃補助や素急
資金などの「資金繰り支援」「事業活動継続支援」をします
④ ひとり親家庭支援 (1億 2430万円)⇒姑象児童 l人 2万円 (6200人対象)町田市独自子育て支援
⑤ 小・中学校タブレット端末活用 (13億 8124万円)け1人 1台使用・全児童29500台 。年度内に整
備。体校が3カ月間ど勉強の遅れを取り戻し子供達の学びを保障できる環境を早急に実現 !

① 中小企業者家賃補助Ⅲ,第 2弾 (5億 1495万円)資金繰りに苦しむ市内事業者を切れ目なく支援
② キャッシュレス決済ブレミアムポイント (12億 233万円)キャッシュレス決済促進と市内経済活性
③ 介護サエビス事業継続支援 (2億 8048万商)感染症の拡大防止を図り、事業継続の費用を支援
④ 障がい福祉サービス事業継続支援 (17らo万円)影響を受けた事業所に、事業糸匹続の費用を支援
⑤ ひとり親家庭臨時特別給付金 (4億 1873万円)国制度の臨時特別給付金 :姑象 1世帯5万円
⑥ ウイルス除画対応空気清浄機設置 (279万円)子どもセンター13施設・音楽スタジオや授乳室
⑦ 可い中学校環境衛生対策 (4940万円)ハシデイ型サーモグラフイ・熱中症指標計・消毒液等

担入の方■0支援 コロナに負けない !

田市議会、7月に臨 開催 緊急対応、第 2 弾 ! 予軍成立 !コ 回

出典 町田市 HP 感染防止 3つの
市職けれ付・ f卜護保険り認定調査幸a梱議篤日

① 家に帰つたらまずは

手洗い !      !
② マスクの着用 !   ―
ただし夏場は

熟中症に注意 !

③ 人との間隔なるべく

2メートルあけて !

みんなでのりこえよう !

◆
デヽ

凸

巾機け納付 納税課 電話 :04=・ 7ビ■2ie2 77''ス :Dso―

303S-5137

弁護保険霊〕更新車
モ
議1こ郎要な認

定語登迪t国韓な1鸞巨合

弁護保践辞認定係 電話 :こ 42-7=■ 4355 7ア ッチス :DSO―

こと0ユ‐ここら4

注居竜躁鉛付圭 生活垂護暮生活・試曽

橿肇憲El
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'ス
l oSo―

3191-1こ こと

下ホ遭使用報¢支払いJ百予 童草都水道局多摩お客
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電譲 :こ 570-891‐i01
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緊急小困貴圭・繕合吏叢養金
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社奎福祉浅大町田市社

妻領祉協議会
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T2S―■2Si

777'二 番号電話番号聞い合わせ先問い合わせ殉害



上
小
山
田
の
要
望
実
現

市民要望が多く警察署は西日の車

の違法駐車防止重サ煮区域看板設置

市の水路に土砂が詰り

流れず市民が困つた

豪雨災害にも備え道路整備

ボンクスカクレバエ トを置く

ボックスカルバー ト内

を雨水が流れ易くなる

忠生市民センタ▼前道路は車が

多く、飛び出し注意の看板設置

土砂を取 り除き水が

流れ災害姑策となる

忠
生
地
区
の
要
望
実
現

学童と市民センタ‐前は危

険で(注意喚起の看板設置

―    松岡みゆきのT股買門で実現しましたI!          :
① 公共まず設置承認に時門がかかる。近隣市lよ既に簡略化。他市同様に改善しては→4月から立会
いをT書1省略し、写真審査のみに実r見 !事業者の負担軽減が実現 :それに伴う予算が削減!!
② Jヽ学今年で性教育があv多くの保護者から内容が年齢に適さないと指摘。学縦へ指導は→教科書
以外の不適切な資料を使わないよう指導じ改善された。尊い命知る「赤ちゃん登検日」授業増やす
③ 災害で停電時も使える公衆電話を各市民センタ■等に設置しては■17か所のうち4か所に設置
済み。1か所は検討中。NTT東日本の工事が必要で調整を進め条件の整つたものから要望する

その他の活動はプ霞ゲ⇒ 松岡みゆきブログ野で検素できます :

1南町田グランベリーパーク 112忠生中央町内どんと焼 501町田の文化会報掲載

畜

☆議会は年4回 (3、 6、 9、 12月 )。 詳細は松岡みゆ寺ブログで約1週間前に通知。

★インターネツトで生中継をご覧になれます。 で検索 → へ ※過去の

議会は、続いて画面左の会議録検索「一般質問」→ 議貝緒指定「松岡みゆき」で検素 → 録画放映発で視聴可

3.01国際版画美術館市美展

動画右下の矢印クリックで画面拡大

議会中継

議会の機聴においで下さい → 市役所e階 1議会事務局で受付 ※市役F署横に駐車場あけ

町田市議会 公式サイト窪

市民の皆様の要望を、松岡みゆきは実現しました !

行事と殿修に参加しました !

ノI



領 収 書 等
!貝
占 付 用 紙

1人件費

2調査活動費

研修・研究・会議費

資

′領収書

済斜欅号1驀1定ュ 2と

¥26, む;;

領収書
様 様

BC
380通 済斜欅尉特

受
1=) BC
197通     ¥13,790
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通
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め
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２
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197通
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¥1,
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合計   !
お預リ クレジット

半!],子 99
¥13,790

日 18:15

端P57箱 11
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中国の武漢に端を発すると言われてしヽる新型コロナウイルス感染症が全世界に広がり、
海外からの帰国者の感染報告が本目次ぎ、加熱する報道などによリマスクの買い占めが間題
となつています。

3月 24日には東京オリンピック・パラリンピックの由催を2021年までの1年間程
度延長するこ生が検討され、翌25日、外務省は世雰全体を対象に「危険情報」をレベル
2に 31き上げ、不要不急の渡航自粛要請を発出しました。

連日、
IPCR検
査での陽性者が1日当たり40人を超え、3月 26日には首都圏全と或の知

事により首都圏全体での外出自粛が要請されました。

政府は4月 7日に東京、神奈川、埼玉、千葉、大[反、兵庫、福岡の7都府県に緊急事態
宣言を発出しました。

町田市では東京都と連携し、1市民の命と健康を守ることを第下に感染症対策を進めてい
ます。

京京都では、これまで、市区町村別の PCR検査の陽性者数について公表していません
でしたが、感染拡大防止の強化を図るため、4月 1日から町田市民の 口CR検査陽性者数
を公表しています:

町田市内の状況

この数字は4月 3日 17時現在のものです。

町田保健所のホエムペ‐ジでも公表されていますので、
正確な情報を元に正しく判断して過度なデマにはご注意くださしヽ。

ユilIIiili11lililと |

陽性判明者数 陽佐者数 ,(累計)

3月 31日 まで 6

4月 1日 4 10

4月 2日 0 10

4月 3日 10

圏J田市検査陽性着の状況

討議資料
・ 194- 町田市議会 渡辺厳太郎



中国の武漢に端を発すると言われている新型コロナウイルス感染症が全世界に広がり、
国内でも増加する PCR検査陽性反応者数を子「日えるべく政府は4月 7自に都市部7都府県
に、16日には全国を支」象に緊急事態宣言を発出しました。     |

その後緊急事態宣言は延長されたものの一定程度の効果を確認し、5月末には約 1カ月
半ばりに緊急事態宣言が解除されました。

しかし7月 0日に|ユ東京で新たに過去最多の224人のPCR検査陽性反応者が確認さ
れたcとを皮切りに、それ以I筆4日間連続で新規陽性反応者数が200人を超える状況と
なりましたも   ―
東京都は感染状況の評価をイ拡大しつつあるJから「拡大している」に引き上げ、知事
は「感染拡大警報を発すべき状涜にある」として、感染拡大阻止への協力を都民に求めて
いますど  ―        |    ―         J   I

町田市内の新型勾ロナウイルス感染症の状況は、7月 13日現在、PCR検査の陽性反廠
者数は累積で69人ですが、1日当たりでlよ 0人から2人程度です。     |

町田市内0状況

場女H

9甲現在の市内累積c6人の陽性反慮者の状況は、
入岬4本i退院58人、宿泊療養1人、1調整中2人、
死亡1人となつています。  i       !

尊

暉 田

町田保健所のホームページでもノム｀表されていますので、
正確な情報を元に正 しく判断し、過度なデマにはご注意ください。

討議資料      ヽ

陽性判窮著敷 脇性者故 (素講〉

7月 13日 1 69

7月 12日 0 68

7月 11日 2 68

7月 10日 0 66

7月 e日 ] 66

7月 8日 , 65

7月 7日 l 64

7月 6日 1 63

7月 5日 0 62

7月 4日 02

7月 3日 0 62

7月 2日 2 62

7月 1日 2

6,章30日まで

町田市検萱賜性者の状況

検査件致

7月 10日 27

7月 9日

7月8日 17

7月 7日 32

7月 6日 31

7月3日 19

17

地域夕1未・検査センターてのPCR検査状況

19歳収下 2

20歳代

30歳代 7

40歳代 9

50歳代 14

60歳代 10

70歳代 4

80歳以上 3

年代別

男性    女主七

28 9 31

接滋霊あり 選漱Eあ り 調査中  不う員

, 0 53 2

入院 罹泊憲妻 自ε番蚤 退院  流峯中 1死亡

-195- 町田市議会 渡辺厳太郎



令和恐慌口避のため消費滅税等を視野に入れた国民目線の経済対策を求める意見書

提出を目指して活動 2020年 9月議会
私は 2020年 9月議会において、階冴日恐慌回避のため消章減税等を視野に入れた国民目線の経済対策を
求める意見書』を作成し、国に提出すぺく活動しました。
世界各国では新型コロナによる経済危機に対し、ドィッ、イギリス、ベルギーをはじめ 21カ国が期限付
き消費税減税に踏み切っています。                         ｀

2019年に日本で消費税が 8%から 10%に引き上げられる際、政府は「リーマンシヨック歳のことが起
きれIゞ、)肖費税率を引き上げない」と繰り返し強調していました。新型コロナの経済に対する影響は、リ
ーマンショックを遥かに超えて戦後最悪な状況をまねくことが数値的にも明らかになつています。
「消費税減税」をうブー視することなく、経済対策の常識である「不況tとなったら減税する」という当
たり前のことを議論し、この常識を取り戻すべきとの思いから国に対して意見書を作成しました。

ありがちな消費税反対論やポビュリズムでは無く、今後も必要かつ十分な経済対策を間髪いれずに講じ
ていくためには、諸外国のように期限を設けた減税策や、経済回復期に指標等により復元する策を盛つ込
んド消費不党減税等の策が必要と考えての活動でじた。
今回は意志の統一が図れませんでしたが、今後の大きな布石となうたと思いますも

新たな発想や価炉観での地域活性化を提詈 2020年 9月議会 |

未来を見据え、新たな発想や価値観で地域活性化にあたるべきという思いから、卜札 ・木質化による街
の魅力向上について」取り上げました。    

｀

戦後全国に植林された木材の利活用lよ、我が国喫緊の課題です。また、近年の木造建築は技術革新によ
り中高層化が可能となり、工期やコストの面でも優れてきました。新たな財源である「森林環境譲与税」
を活用すると共に「木材利用方針」を策定し、市民の声しや安らぎに貢献すべく、木のぬくもりや温かみ
を活用した、公共建築物の本造・本質化に取り組むぺきと提言しました。

質問を受けて、町田市は、「渡辺厳太郎議員からは、木造に関する最新の事例、最新の知見、また、木材
に関する最新の取り組みなどをご紹介いただくと共に、大変員重など意見をいただぃた。木材め利活用は
庁内様々な部署に関係する課題であり、木材利れ方針や森林環境譲与税の使用方針についても、各部署と
共に検討していきたい」と大変前向きな答弁をしています。

今後、多摩都市モノレール延伸の整備に伴い、多くの木々の伐採が予想されることから、その木材を学
校建て管えなどの公本施設で利活用することで、コストを抑えつP、 ょり良い教育環境や地域に貢献して
いくことの先鞭になったのではないかと思います。

2029年は、新型コロナウィルス感染症の影響を色濃く受けた年となりました
2019年 12月、中国の武漢に端を発して、全世界に拡散した新型コロナウィルス感染症は、未だに世界
を混乱に陥れており、1終息の目処は立うてぃません。当初、欧米諸国は楽観視していたことが仇となり、
各国て数方人単位の死者を出し、2020年 11月時点で世界の死芦数合計博 140万人にも達し、大災厄と
なりました。ウィルスとの闘いは長期戦になることが広く認識されるようになる一方で、全世界で経済や
社会活動に対する深刻なダメージが懸念されています。
そ

～
裕中(日本では本命重視の下で、医療従事者の懸命な努力や、わが国の医療レベルの高さなどによ

つて、圧倒中に少ない邪者数で「第 1波」を乗り越えることができました。

報道と社会

「第1波」においては、未知のウィルスということもあり、過度なマスコミ報道の影響が日本中を大混
乱に陥枠ました。報道はドラマチックなこと、悪じヽことは報しても、普通なこと、良いことは取り上げま
せん。正確性を欠くリスクだけを強調し、依然とし

3雪津彗こと]三;を1宅
密諄評賃言目巨后星留

馨

11国民の不安を賜りました。一貫性のない政府批判)
め視聴率を稼ぐ意甲なのか、偽装した三ユースを流二

加熱するマスコミ報道に賜られ、マスうや消毒液の買い占めが発生し、他人に自粛を強要する「自粛警
察」なるものも登場彎キした。ある市長1コくフ芽ニマン文なのか、はキんど人がいない海で自粛を呼び掛
けてみたり、ネット上をは他人を特定し吊るしあげる事例も秦生したり、まさに集団ヒステリーが発生し
ているようでした。        ′

|にかく検査だ検査だと報道され、退院者数や軽傷者数、無症状者にはほぼ触れられず、日本では諸外
国や季節隆インフ)レエンザに比べて死者数が極めて少ないという事実にはほとんど言及せず、国民にもそ
の事実が共有されていちようには思えませんでした。日本においては処置方法が確立されたことにより、
第 1波以降Ⅲ死者数は抑えられています。

結果、日本国中が鬱屈した空気に包まれt自殺者は 7月以降 4ヶ月連続で増加し、10月の自殺者は前年
同月上ヒで 40%増加しました。lo 月の自殺者数だけでも新型コロナによる
死亡者数をはるかに上回っています。

ウィルスその■のの脅威よりも、はるかに巨大な誤った扇動により、社
会経済生活の破壊が進行するようなことがあつてはなりません。

人類史の中で多くの感染症が世界史を変えてきたように、現在私たちは
大きな李イしの中にいると生は間違いありませんし、今まさに新しい歴史が
書かれようとしているのだと思います。

|

!今日事で脈々と締いてきた遅しい先人の歴史に習い、変化を恐れず、賢
く冷静に行動し、他者に寛容性を持ちながら、未来に希望を持てる社会と
なるよう邁進していきたく思つていますど

町田市議会 自民党会派だより
町田市議会議員 渡辺厳太郎

市政報告



町田市における取組み!

町田市では、国内で感染者が発生する以前から、保健所政令市である強みを生かし、冷静に情報を収集
し、国内で初めて発症例が報告された 2020年 2月時点で速やかに「町田市新型インフヅレエンザ等対策会
議」を設置し、対策に全力を傾注してきました。

町田市議会では、感染症拡大防止

間は中止としました。

に万全を期すため、2020年 3月議会の日程を大幅に変更し、一般質

コロナ禍における冷静な財政運用を求める 2020年 6月議会
2020年 6月議会では一般質問が再開され、私は「町田市の財政について」議会質問しました。ィ
甲田市などの地方自治体では、大規模災害などの緊急の革出に備み、家計の「貯金」にあたる「財政調
整基金」が積立てられています。コロナ対策としてある程度これを取り崩すのは当然ですが、「もつと補助
を !」 生ぃう声に押され、精査されないまま、パラ芽―マンスのようなパラマキとも思える財政出動が全
国的に散見されるようになつていました。

人口1490万人の東京都は、と099年の石原部知事時代から財政再建を図つてきて、やっとここ数年の好
調な者F税収入に支ぇられ、2020年 3月時点で過去最本の0345億円まで「財政調整基金」を積み立てて
いましたが、コロナ第1波においてこれを9S%も取り崩しました。今後、税収が減ると予想される中、財
源の確保や災害対応、コロナ第2波への対策が危慎されていました。

人甲 376万人の横浜市も残高は 28億円となり、コロナ第 2波や豪雨などの災害文iす乗に不安が残る水準
となり、人口 72万人の相模原市では、残高 4億円と危険水域まで減少してしまいました。

人口42万人の町田市では、コロナ対策モ基金は取り崩したものの、2020年 6月時点で残高44億円が
確保されています。

私は、この 44億円を原資として考え、より規模の大きい国資や都支出金と連携して財政出動することで、
最大限の効果を発揮させるべきであり、いたずら1とv源を枯渇させないよう冷静な財政運用を求めました。

危機的状況において、通貨発行権があゃ「国」が財政出動をすることは当然と考えますが、通貨発行権
の籍い地方自治体は、声の大きな民意のみに振り回されることなく、冷静に先を見据えた財政運用が必要
です。新型コロナウィルスめ「第2波」「第3波」や、震災といった非常事態(長雨や台風といった水災害
に対しても備えを書らないことが肝要であると提言しました。

アフターコロナ・ウイズコロナを見据えた取り組みを求める 2020年 6月議会
日経済観光施策について

コロナ禍において注目される「域内観光」を促進し、早期に「明るく、活気ある、安らげる」雰囲気の
甲田市を取9戻すことを目的に「経済観光施策につぃて」取り上げました。財源厳しい折ですので(経費
をかけずに町田市の知名度を向上させる方法や、国ゃ都の制度を活用することを提言しました。

工狭に道路拡幅整備事業について
拙速な「財政調整基金」の取り崩しに警鐘を鳴らしながらも、東京都議会生連携した予算措置をもって、
滞ってぃる公共事業を加速化させるととにより、災害に強い衝づくりと、市内経済循環を図り、市内事業
盲を守っていくべきとの観点から「狭略道路拡幅整備事業について」取り上げました。
町甲市は、「今とそ早急に取り組む」と答弁しています。

 ヽ                                          自民党会派 討議資料

全国でも最速で3回の臨時議会を速やかに設け、町田市独自の施策として、
。医療体制を強化することにより感染拡大防止策を講じ、
・経済面でも市民の生活や市内事業者の支援事業を議案化し、
・都内で 2番目に早くPCRセンタ‐を設置し、
冷静に町田市民を守ることを第一義的に行動してきました。

吉た、「新型コロナウィルス感染症対策」の経費に充てるため、議員の政務活動費を 500/O削 減するこ
とを決定しました。

:言:雲言言写:藝§:垂薄鶴響羅穂鶏禦緯籠毒?
そのため私は、今回のコロナ対策では、「現状は平時ではなく危機管理の体制を引き、最善を尽
、す必要がある!」 と強く申し入れしました。                      、

ど[T窯冨露鷲整曇ダ琵雇握聾塁雪壁ξ驚こ璽と廼F召
通壇事ら`讃注≦伝

|ヨロ要尋翼堪童檀冤
例えば!‐・  (単純化した例であり、数値等はあくまでイメージです)

,基:ィズ哲て奮∵軽哲茫tfぼ哲子、残曽は約1を円となりt違災|の
'F,事
態への備えも不足すると |

■町田市の基金 1億円に、国のo助金など9億円を追加 (※ )した lo億円の占ロナ対策事業を 3件実施
→ 3億円の取り崩しで 30億円あ妻業が可能。残高 41億円。

※国の補助金などは、事業資すべてを賄うものではないことが多く、地方自治体の原資がなければ事業実施が困難です。

第 3回臨時議会

2020年 7月 21日

2020年 月 22日

第2回臨時議会

第 1回臨時議会

2020年 5月 7日

る補T予算(第 2弾)②キャシュレネ決済プレミアムポイント事業予算
③介護サービス事業支援  ④障害福祉サービス支援 ⑤ひとり親家庭支援
⑤除画対応空気清浄機設置 ②小中学校環境衛生対策

①中小企業の家賃を補助す

①中小企業の家賃をキ甫助する補正予算 ②医療機関特別給付金支援事業予算
③ひと 中学校 ,ブレッ

①―律 10万円を給付する「特別定額給付金」

⑤感染に本る休業等への「傷病手当金支給事業」

②子育て世帯支援のための臨時特別給付金

市民と心 とつに、さらなる感染拡大の防止対策や市内経済の回復に取り組むため、「議員提出議案」とし
て自ら条例改正する議案を提出し、全員r致で可決され、削減幅は全国的に見ても上位に位置することに
なりました。
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この受領証は、大切に保管 してくたさい。CVS取扱店控

策穫緩三祭尋無百態雰亀響墟苔iょ別益に貼る。

00180 0 900668

ll

4
さくらインターネット株式会社

千 百 ´
「 万 千 百 ―ト FI

2 2 1 6

●
依

鞭

人

位
所

氏

名

ネ*ご依頼人住所は非表示と
させていただいております**

石川 好忠

収納代行会社株式会社アプラス

日 附 路J

田木曽西
便局

(00826 )
170007

払込人氏名

石川 好忠 様

お客様コード

bff47975

5.568円

金額

内消資税 :  505円

豪,争森築基こ

受取人

代行会社株式会社アプラス

受領軒
'
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¬回預金払戻請求書・預金口騨振替による振込受付書 (兼手数料受取書)

□振込金受取書 傑手数料受寡書)

振込のために受入れた上記の小切手等が不渡りとなったときは、その金額

の振込を取消し、その小切手等は権利保全の手続きをしないてS当店におい

てご返却します。
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東日本銀行をご不u用くださいまして
ありがとうございました。
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細 含I束日本霊民
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|
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▼カタカナで姓と名の間に1マスあけて左づめでご記入ください(濁点(｀ )、半濁点C)も 1字)
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□預金払戻請求書・預金口座振替による振込受付書 (兼手数料受取書)
□振込金受駆書 (兼手数料受取書)

振込のために受入れた上記の小切手等が不渡りとなったときは、その金額
の振込を取消し、その小切子等は権利イ果全の手続きをしないで当店におい
てご返却します。

○ は、受取人名のほか預金種目・口座番号を通知します。
「カナ文字」 す。
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東日本£R行をご利用くださいまして
ありがとうございました。
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No:20200720102 発行日:2020年 7月 20日

御請求書

ワ 随
株式会社ウェプトラスト

194-0021東京都町田市中町卜4-2

TEL:042-725-9977 FAX:042-7

E―MAILiinfo@webrtrust.co,jp

担当者 :塚本 貴一

リ

上を
一ｒｉ

キ
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業
押
一
一ゴ

一…
一一．
ｉ

■
・
■

″

一

一■
〓

”
ｈ

「
一妥 卜‐

り し上げま

振込先 :ジャパンネット銀行

すずめ支店Oo2普通 4411258

口座名 :力 )ウェブトラスト

〒194-0011

東京都町田市成頑が丘2■9-5

自民党会派 御中

TEL:042-796-7771

御睛求◆績:    ¥58,080

ドメイン SSL費
52,800 ¥52,800

坐riiイ・
i・∵■i.

坐 二|:!・
二_

!彗

π〕.…….………1_1.…….iェ .中…………1_二 .……….…ェ,__… _二二_十二‐―二‐1_ェ1

税抜

800

消費税 10%

5,280

総 額

¥58,080

備考 :

振込手数料はお客様ご負担でお願いいたします。
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上記の金額正 に領収 いた しました
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五

協菓印刷工業株式
〒194-0013 東京都町田市原町田4丁
TEL(042)723-0
FAX(042)729-4
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白|れ 民生曳本Ik 様 協英印刷工業
生年 +2月 1早 日 〒194-0013ヽ

馴隅下評
の通 り御請求申し上げます

横
み

U FJ銀 行 当座 9oo6351
当座 00o6362
当座 0107178

※誠に恐れ入りますが、lo,OllllH につきましては、
お振込手数料を貴社にでご負担下さいま お願い申し上げます。
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振込先 :
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木目田ひてお市政報告
町側市歳会議員 木目田薬男

住所 町田市蔵瀬が丘 2-9-5
TEL 042-796-7771 (FAX 7801)

自民党全派 令和 2年 2月 号

新型コロナウイルス感染症による影響が深く刻まれたこの一年。災い転じて、となりますよう議
員活動に一層力を入れてまいります !

町田市議会におぃて|、 東日本大慶災以藤々'、 災害時0新型ヨロナウイルス感染症の流行
対応につぃての課題意識はありましたが、このBCP2020年上旬より、新型コロナウイルス嬢染症に社会
は策定されておらず、昨年度に視察を行い、議論を重

が脅かされるT年 |なってしまいました。近年多発す
ね、策定まで至ることができました。るヽ風水害だけではなく、感染たの流行t=も見舞われる
  具体的な角容としては、議会づく。議員ゃ災害対策委員こととなりまし■。感染症の流行については、以前か
会等の役割や、災害発生時の議員の安否確認や行動にらンスクとして野かれてはいましたが、ここまで社会
ついて等、様 規々定しています。その中において、本が不安!こ陥れられることになろうとは、誰しも予想し
会議場における避難訓I練も規定しており、本年二月にていなかったのではないでしょうか。
初めての訓練を実施いたしました。政府においても様々な施策が取られ、アクセルとプ
コロナ禍においても、災害想定をすることは必葵でレーキと称される、経済を回す癬f極的な施策と、守り
あり、今後も災害時における議会、議員のあり方を模の防御的な施策を組み合わせが行われましたが、そこ
索してまいります。には様々な論評がなされています。

町田市議会においても、コロナ禍において、3度め ●これからの町田市
臨時会を開催し、その都度議論を行い、特別定額給付  コロナ禍により見通しができない現状ではあります
金支給事業、地域外来・検査センター (通称PCRセン が｀男在の町田市について、そしてこれからの町田市
夕T)事業、中小企業者家賃補助事業、医療機関特別 について議論していく必要があります。
給付金文給事業なギを議決して喜いりました。      もうろん、現状における新型コロナタイルス感染症
今後も感染拡大と縮小と繰り′返す展開になるのか、  に対する備えは必要ではありますが日前♂)対策だけで
予測を立てることが困難な状況でありますが、議会と はなく、長期的な展望も必要となります。
して、議員として臨機応変の対応をしてまいります。   アフタ~コ ロナについての記述などを見ますと、コ

Ёナ禍は社会の大きな価値観転換になる、というより0災害対策委員会委員長として
も今まで志向されていた仕事のノモート化やデジタル

本年 3月 に、町田市議会において、議長をはじめと
化、分散化などの加速を促すものになる、とあります。

した2年に一度の役職替えがあり、「総務常任委員会委
また、最近の報道では、“東京都の人口移動、4か月

員J、 「議会進営委員会委員」、「町田市基本構慈・基本
連続 (7～ 10月 )で転出超過1と ありました。実際に

計画調査特別委員会委員」、そして「災害対策委員会委
調べてみますと、東京都全体ではこの半年間め社会減

員長」を洋希することとなり主した。
は昨年筒期間比で■,240人 (下図黄色塗り①)、 区部

災害対策委員令委員長Ⅲ、基本的に常災害発生時に
|においては lo,o94人 (黄色塗り②)である二方で、町

役割を担う委員会、そして役職ではありますが、通常
田市はほとんど変わらず 1人減 (黄色塗り③)にとど

時にも、市の行う水防訓練や総合防災訂I練に関する委
まっております。

員会開催を取り仕切り、昨年度議会て策定した「町固
細かく見ていきますと、区部においては昨年に比べ

市議会事業継続計画(BCP)」 を所管する委員会となり、

その計画についての見直し等を議論することとなりま  
転入が減少し、転出が少しずつ増えてきている状況

す。事業継続計画とは、通称 BCPと呼ばれ、Bisiness ′
力甘見て車れます (■■■■),

今後の人日の流れの状況はまだ分かりませんが、都
COⅢh正Ⅲ :pユanningの略であり、“災害などの緊急事

心一極集中からの分散化が今後志向きれるあであれ
態が発生したときに、企業が損害を最小限に抑え、!事

 ば、道度な和l便性、適度な自然環境を若する町田市も、
業の継続や復旧を図るための計画"、 であります。企業

住みたい街として選ばれるチャンスは十三分にありま
だけではなく、公的機関でも策定され、最近では中小

す。様々な施策展開、そしてその PRをわかりやすく
企業でも策定されることが多くなってきています。

行い、そのポテンシャルをアピールしてまいりますЬ

0-般資間について
3月議会における一般質問
※新型コ甲ナ感染症の流行のため、T級翼間を中止

6月議会におけるT殻賞間
①デジタル化の推進について
②感染症対策BCPについて
③芹ヶ谷公園再整備について

9月議会における一般賞間
①公共のあり方について
②公教育のあり方について
③町国市の財政について

12月聯会における一般軍F翻
①町田市の財政について
②町田市の基金についせ
③ウィズョ白ナ時代の街づくりについて
④グリーン社会の実現に向けて

本年一年間の議会での質問については、新型コロナ

ウイルス感染症に関連する質問が主となりましたと特

には、市の根幹となる財政にういて、を三度取り上げ

させていただき、市の施策の根幹となる「公共Jや「公

教育」そぃて「街づくり」についても、議論させてい

ただきました。号クィFコロナとなqのか、ア7夕▼コ
ロナとなるのか今後の状況は見通しがきかないのです

が、行政は継続性が大前提であり、ストップするわけ

にはまいりません。

上記一般質問については、町歯市議会ホエムページ

に議事録・録画放映が掲載されております (12月議会

については録画放映のみ)ので、是非一度ご確認いた

だきますようお願いいたします (町田市議会ホエムペ

ージ→一般質問→「木目田英男」を選択)。

●木目田英男プロフィエル

生年月日/昭和 49年 8月 10日 生 (46歳 )
家 族/妻・娘 3人      ヽ
出 身/町国市戒瀬が丘
学 歴/成瀬〃J稚園卒園、
t 町田市立南第西小学校卒業、
私立駒場東邦中学校・高校卒業、
東京大学経済学部事業

職 歴/野村不動産株式会社、
株式会社きめたハウジング

議員歴/平成 26年 2月初当選、
平成 30年 2月 二期目の当選

役職歴/建設常任委員会委員・健康福祉常
任委員会副委員長。議会改革特別
委員会委員・決算特別委員会委
員・文教社会常任委員会委員長

現 職/総務常任委員会委員
議会運営委員会委員
町田市基本構想・基本計画調査特
別委員会委員   

｀

災害対策委員会委員長

全体の名渡 自誌増渡

※棘 郁の統計H裁 瀬 以 Hc鮒)



令和2年 12月吉日

<町田市議会議員 木目田英男>

市政報告送付のご案内

町 山 市 議 会 議 員

自 由 民 主 党 会 派

未目田 英男

TEL 042・ 796-7771

FAX 042-796-7801

拝啓 師走の候、皆様方におかれましては益 ご々清祥のこととお喜び申し上げます。
平素は格別のご高配賜り厚く御礼申し上げます。

今年一年の市政報告にういて、向封させていただぃてぉりますので、是非ともご高覧賜りますよう、よる
しくお願い申し上は す6           1

ホ年は、新型コロナウイルス感染症の流行によって、社会に大きな影響が及ぼされる二年でありました。
第一波、第二波、そして現在第二波の真最中と言われております。東京都心ほどの状況ではないとはいえ、
町岡市においても感染者数は400人を超えておりますざ新型コロナウイルスに対するフクチンや治療薬の
開発が急速に進められているとはいえ、いまだ予断を許さない状況であります。皆様方におかれましても、
マスクの着用、手洗い、消毒、三密の回避など、新い 生ヽ活様式の徹底をお願いいたします。 1
私自身の議員活動といたしましては、今年3月に町田市議会災害対策委員会委員長を拝命し、議会運
営委員など新たな役割を任せていただき、日々議会活動、議員活動に勤しんでおります。ウィズコ苗ナ、ア
フターヨロナなど様々な場面を想定しつつ、今後も町出市の未来への提言を行ってまいります。

師走の忙い 時ヽ期ではご罰 まヽすが、ど自愛のほどお祈り申し上げます。

今牲 も引き続き議員活動に対するご支援・ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上は す。

敬具

毎年恒例の新春成田山バスツアーにつきましては、
新型童ロナウイルス感染症流行拡大の状況た鑑みヽ

ご了承賜りますよう、宜しくお願い申し上映 す。

-208-
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東京都町田市野津田十町3059-1

自由民主党会派 星だいすけ   様

毎度格別の御引立を戴き誠にありがとうございます。下記の通り
御請求させて戴きますので、お改めの上よろしくお願い致します。

2年 11

T194-0032
東京都町田市本町田2046工 24

請 求 書 11月 限  Nα   l
月 10日

株式会社 アベ企画
TEL 042-7212-1828
FAX 042-721と 2341

お振込の際は下記口座にお願い致します。
きらばし銀行 町由本曽支店 普通 0731974
株式会社アベ企画

::::::当 :口::災拳 菖 : 上i嵩 ::::::I:
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け
て
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し
て
ま
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■鶴見川クリ‐ンセンター遊体地
の活用
Fc町田ゼルビアの練習場、クラブ
ハウスとして遊体地を有償貸与心地

元自治会の活性化にも繋げる。

口鶴チII団地再生に向けて

電動カートによる高齢者支援策が

開始。商店街駐車場確保に向けて

鋭意折衝中!

■小野路都市計画道路整備 !

綾部原トンネルから鶴川中学校に

向けた道路拡幅早期実現に向け
鋭意折衝中 I

■鶴川駅前再整備に向けて1

遅滞なく整備を進め、誰もが利用し
やすい鶴デII駅実現へ !

力を入れてきた事業 来年度からの事業
■医療機関特別給付金

よるさと納税をマスクなどの感

染拡木防止に必要な物資の購

入費用として、医師会・歯科医

師会を通じて各医院に給付。

■新生児特別給付金事業

国による特別定額給付金 (1人

当たり10万円)は (4月 27日まで

の出生者でしたが、市単独で4

月28日 以降に産まれた新生児

(20?1年 4月 1日まで)に対して

も給付。

■市議会政務活動費削減

新型コロナウイルス感染症対策
の推進に資することを目的に、令

和2年度の政務活動費を50%
削減、全議員合計1296万円削
減。行政視察も中止に、508万

円削減。

■中小零組企業者支援

「1人親家庭等本の特別給付金

を実施。第二弾で1人当たり2万

円、第2弾で1世帯5万円、第2子

以降1人当たり3万円を給付 、

■妊婦向けPCR検査実施
分娩予定の約2週間前まで希

望者にPCR検査を無料で実施。
■ロタウイルス感染症ワクチン

定期接種

乳Υ幼児が感染すると重症化をも

引き起こすロタゥイルス感染症

のワクチン接種がこれまでの任

意接種 (自己負担)から定期接

種 (公費接種)へ。

家賃補助・緊急資金の利子補助

事業を開始。家賃最大80万円。

■子育て世帯支援

町田市単独の新型コロナ対応事業について

昭和!:1乳唸甦i。典矧身愁醤臭扇趣校、

蜜覧騎徐騒窃籠轟量艦 亀a摩
に移籍。引退後はチーム広報として活動。      |

鶏爛 離 緑書i甲笑

②
7ιメノた′‐遷節

■無痛分べん開始

多くの要望を頂いておりました市

民病院での無痛分べんを来年度

から開始が決定。

暉義務教育就学児医療費助成

所得制限撤廃

義務教育終了までの児童が対象。

医療費保険自己負担分の「入院・

調斉Iは全績助成」「通院は一回

200円のみ自己負担」になりま丸

就 学 前

はこれま

で通り全

額助成。
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カーブミラーを設置

階段設置場所
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▲通り易くなった階段
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▲市職員と現場を視察  ▲施工後の階段上

山王琢公園を更に使いやすく!
新たな階段の設置を実現 !
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道路白線補修
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安全・安心街づくリヘ !

多くの市民の皆様から頂いたご要望を一つ
一つを市役所と折衝しながら実現してまい
りました。山王塚公園への階段設置を始
め、安全・安心で魅力的な鶴川地域を創っ
てまいりま丸今回は活動の一端を紹介い
たしますЭ            ′

f‐ 熱

朽ちた消火器具庫を改修

道路停止線補修

,労文擬子

吉原修都議と共に、市内の東京都建設局所管工事現場を視察

岬

買

ｖ
】

〆

自民党市議団で東京都建設局所管の市内建設現場
を視察しました。河川や主要都市計画道路などは主に
東京者卜による施工・管理が行われておりま丸鶴川地区
では鶴見川の治水工事や芝溝 :鶴川i鎌倉各街道の拡
幅や補修においても都の予算が投入されていま丸

当日は吉原都議の
言「らいで、モノレール

予定路線道路や河川の改修などを視察しました。特
に河川改修等の治水整備は、豪雨災害が頻発する中
ミ 消防団員の一人としても早急な整備完了に向けて
吉原修都議と連携してまいりま丸

▲東京都職員から説明を受ける

ご意見。ご要望を 星だいすけ までお寄せください !
042-860-5803(留 守番電話専用)小倉簿信衆議院議員・吉原修都議会議員と連携して、皆様

からの様々なご要望にお応えいたしま丸 町田市の事だtテ て
なく国や東京都の管轄も合めてお気軽にご連絡して下さい !

ご意見やご要望がごぎいましたらご連絡をお願いしま坑
折り返しお電話いたします !
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□預金払戻請求書・預金口座族巻による振込受付書 (兼手数料受取書)
回振込金受取書 (兼手数料受取書)|

振込のために受入れを上記の小切手等が不渡りとなちたときは、その金額
の振込を取消し、そ,小切手等は権利保全9手続きをしなしⅢで当店におい

|ヽ
球ね命著涎碁占機

沙彼
Tイ浚井

R熟蒻

てご返却します。k

O は 、

「カ 程優な渥虐僣星与F座1号を通押学ます。

様 ○ どのやむを得ない事由によって振込が遅延す
る こ もありま くださし
O ご記入相違など
延することがあ
○ 小切手 。手形等

り すので
は照会等のために振込が遅

振込いたします。

東日本銀行をご利用くださいまして
ありがとうございました。

〈現金

株式査社東日本銀行 家Ⅲ‐(素ん

ヽ`

|

/こタ /

昇

ヽヽ ヽ

イ ヽ
ク

ヽ
ヽ

ヽ
ノ

ヽヽ
【
ヽ
ノ
′ 焦

□団

囲

因 □ □

様
おなま (漢宇)

□園囲回□図
R｀

ブ,
＼
一
／ン

/ ヽヽ ヽ
ゝ
／

▼カタカナで姓と名の間に1マスあ ください(濁点 (゛ C)も¬字)

日

□図□日
因図

普通 1当座 1貯蓄 I

辞 ∂
振込手数料
(消費税込) 囲 円

0 ∂
金額の頭部に¥ ください

□

右づめでご記入ください▼

0 争 |

ださい

為-81005(2-2)1907 DNP
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「つ
な
が
り
」を
力
に
す
る
ま
ち
ヘ

町
田
市
長
す佃
隔
勝

明
望

し
ζ
お
め
で
と
う

と
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
当
た

り
、
護
ん
で
新
年
の
む
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に
、
長
引
アく新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

中
で
、
医
療
機
関
や
保
育
所

な
ど
に
従
事
さ
れ
て
い
る
者

筆
頭
所
感
●

希
望
を
抱
け
る
未
来
を
め
ざ
一

相
模
原
市
長
一今
紺
佃
　
駁買
キ

皆
さ
ま
に
お
で
學
ま
し
て

は
、
輝
き
に
満
ち
た
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。昨

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
歴
と
い
う
誰
も

が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事

態
が
起
こ
り
、
今
も
な
お
、

終
息
を
見
通
せ
な
い
状
況
が

続
い
て
た
り
ま
す
る
医
療
を

は
じ
め
、
暮
ら
し
を
章
え
る

最
亜
渥
唸
対
応
そ
揮
ｇ
ら
れ

て
い
る
方
々
へ
あ
ら
た
め
そ

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

皆
さ
ま
に
は
、
感
染
予
防
ヘ

の
む
協
力
や
、
市
の
対
策

ヘ

の
む
理
解
、
ё
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
深
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

発
さ
れ
、
本
市
を
故
郷

（ふ

る
さ
と
）
と
す
る

「は
や
ぶ

さ
２
」
が
、
昨
年
１２
月
に
、

６
年
も
の
歳
月
″
か
け
Ｒ

３
億
言
Ｍ
か
な
た
の
小
悪
星

リ

ュ
ウ
グ
ウ
か
めヽ
採
取
し
た

サ
ン
プ
ル
を
格
納
し
た
カ
プ

セ
ル
を
地
球
に
帰
還
さ
せ
る

と
い
う
、
壮
六
な
ミ
ッ
シ
ョ

）
イ
を
成
し
遂
け
ま
し
た
。
さ

ら
に
次
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ヘ
と

旅
立
っ
た

「は
や
ぶ
さ
２
」

の
挑
戦
を
続
け
る
姿
は
、
こ

れ
ひ

ろ
う

警
に
ち
Ｌ
握
斡
生

与
え
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

予Ｃ
そ
、
本
年
は
、
７
月
に

墓

承
２
０
２
０
オ
リ
ッ
ンピ
ッ

ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
に

国
際
ゾ
回
プ
チ
ミ
ス
ト
町
田

認
証
３。
周

さ
ら
な
る
飛
躍

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
文
庫

へ
の
感
謝
状
贈
呈
式

地
扮
審
委
の
聖
で
、

せ
ろ
た
め
の
奉
仕
活
動
に
ま
い
進
し
て

プ
チ
ミ
ス
ト
町
田

（Ｓ
Ｉ
町
田
、

は
昨
年
、
認
証
３０
周
年
を
迎
え
た
。

記
念
式
典
な
ど
は
控
え
た
が
、

●
　
　
園
塑
拿彩
の
社
西
園
「

計
塔
寄
贈
を
は
Ｂ
あ
、

も
食
堂
支
援
、
Ｓ
Ｉ
町
田
さ
つ
き
と
の
め

テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
終
結
合
昭
子

な
ど
を
実
施
し
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
蓬

ど
も
施
設
も
訪
間
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
熟

変
す
る
中
、
メ
ン
バ
■
た
ち
は
設
立
当
狐

思
い
で
地
域
を
駆
け
巡
っ
て
い
る
。

設
立
当
初
の
思

Ｓ
Ｉ
臣
田
は
１
９
９
０
年

３
月
、
Ｓ
Ｉ
八
王
子
を
ス
ボ

ロス
の

一

と
も
に
、

「
ノ
ア
ー

・

ン
」
が

で
、（し

革
Ｄ

ク
も
、

順
次
利
用
義

ま
い
り
ま
す ▼ !▲  I意見 lム告 |ヽ

令和2年町田市議会 9月・12月定例会
市議会公明党 一般質問報告

しaす。

Ｑ
鞘
簾
筆
殊
縮
解
鶴
幣
七

Ａ対訛徹瑠醜勇鵜動能脱砿錠症窮誰諄比勒蝋絵叱

新
た
な
提
供
方
式
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
マえ
て
い
る
。

斌
岬
］埋
鱗
瞼瀑
鍔
解
翻欝
址

Ａ
学
校
給
食
問
題
協
議
会
で
は
、
現
在
の
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
中
学
校
給
食
は
ど
の
よ
う

な
提
供
方
式
が
望
ま
し
い
の
か
、
協
議
を
行
う
。

巖

難
繊評
醐罫
訴
艶
“神
彎
賓

◇藝
鞠仙時鶏靴
独鞍
禁
効
に伴
い
翼
毎

◇感染症拡大防止に向けた危機管理体制の確立

◆劇吹竹縫
鐘
爾
群
脚盤
備
（，
７
髪
業
に

◇
防
災
機
能
を
強
化
し
た
セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ
る
中
学
校
全
員

給
食
の
実
施

◇
小
・中
学
校
の
給
食
費
無
偵
化

◇
防
災
・減
災
対
策
の
更
な
る
充
実

↓
辟
鶏
炒
柳
胤
ぶ
ょ
る
】
ミ
の
利
０
砥
向
と
と
谷
戦
手
続
さ
め

◇

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り

A     Q    A Q

か
，

※その他、詳イ側は町囲惟 ホームページをご参照くださぃ http://wwI′ gikai machid

こ
と

も墾

虫
な
政
黛
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◇
町
田
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
の
策
定

本年もよろしく
お願い申し上げます

令和3年度より、小学4、 5(6年生の学童保育実現
令和3年度より、金ての小中学生の医療費助成を実現

町口市議会白由民主党会派
議撃ナ,鶴輯黒隠会力修學くし農す!!
卜子育て支援・教育の充実 >高船化社会に備えた対応
>文化・スポすツの充実  い街づくり。都市基盤整備の推進

1意見広告 |

号

サ
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による振込受付書 (兼手数料受取書)

東日本銀行をご利用くださいまして
ありがとうございましたも

200円
十手数料が

株式自社東 日 本 銀 行
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7) 令和3 (20 21)1月 25日
( 曜日)

引
き
続
き

町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰
式
挙
行

最
絵
も
　
見
そ
な
わ

長
の
言
以
摩
（金
子
蟹

一郎
）

蜜

石
曙
生

護
も
が
経
験
し
た
事
の
な

霰■
彗
（佐
野
竹
之
介
）

九
年
ｉ
殺
・

阿
田
市
長
が
来
い
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
地

蜜
祝
辞
を
述
べ

域
福
社
の
問
題
、
様
々
な
課

〇
年
一‘
翁
整

Ｏ

塩

題
が
お
ぁ
り
だ

っ
た
と
思
い

会
に
越
弱
』
畜
田
常
吉

(r部 )

「お
め
で
と
う

ま
す
。
今
回
つ
⊂
の
き
つ
な

寄
附
ス
館
、
昭
和
四
十

域
社
儀
る
と
、　
ョ
一月

ａ
ざ
い
ま
す
と

大
変
な
時
に
体
校
中
の
学
重

々

云
う
言
葉
の
前

保
育
や
生
活
箱
粁
香
（金
寅
付

受彰 者 の方

に
、
日
頃
か
ら

制
度
等
の
対
応
を
し
て
い
た

尽
力
必
一郎
は
、

個
卜
斎
霧
監
物

脊

の
編
世
重
期
に

だ
い
て
い
る
社
会
福
祉
協
議

稲

乙
支
盤
塞
〓」ま
会
の
皆
様
（
さ
ら
に
そ
の
社

内
田
催
籐
鉄
二
郎

・
関

騨 大

し
て
市
長
と
し

て
お
れ
を
申
し

上
撃

攪

十
月
十
七
日
午
前
十
時
か

コ
ロ
ナ
禍
の
拡
大
防
止
の

ら
、
町
田
市
健
康
福
祉
会
館

為
に
、
こ
の
表
彰
式
で
も
ソ

町田
サ
ルビ
アＲＣが
斑鞠智
錮］

に
お
い
く

社
会
福
祉
法
人

―
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
と

町
田
■
社
会
福
祉
協
議
会
の

い
う
事
で
出
席
者
が
限
ら
れ

卜
博
士
記
念

ホ翻
纂

二
〇
二
〇
年
度
表
彰
式
が
挙

て
お
め
義
森

に
思
い
ま
す
。

ヾ

ツ

行
さ
れ
た
。
式
典
で
は
、

一

但
し
、
表
彰
の
価
値
が
変
ゎ

す
る
あ
る
。
土
蔵
相

婆

柔

役
員
表
髯

町
田

る
訳
で
は
ε
ざ
ぃ
春
せ
ん
。

当
小
島
家
の
寄
せ

市
内
学
重
保
育
密
フ
ブ
絵
画

さ
て
、
Ｈ
田
市
は
地
域
福

プ
ロ
蛉
一
日
、と
口
田
著

作
品
展
表
彰
が
な
さ
れ
た
。

祉
壁
国
の
改
定
作
業
に
取
り

孝
美
な

っ
て
．い
る
。

勢
頭
、
町
野
県
霊
子
副
会

組
と
で
ぉ
り
ま
す
。
寒
は
、

地
域
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
も
改
定

暴

関
奮
。
Д
ぃ
で
小
野
敏
す
う
事
に
な

っ
て
ぉ
り
（
こ

の

二
つ
を

一
緒
に
改
定
す
る

卜
套

明
一ム黒
慇
毯
を
行
っ
た
。

訪
置
瑕
孝

氏
瞳
し
て
１
３

説鉗鶏

「本
年
度
は
コ
ロ
す
禍
の
中

事

に
致

し
ま

し
た
。

こ
れ

で
の
表
彰
式
と
な
り
、
皆
様

は
、
地
域
の
皆
様
の
福
社
或

十

一
月
二
十
三
爾
午
後
二

方
に
は
乙
迷
惑
を
お
か
け
致

い
は
活
動
へ
の
ひ
尽
力
が
ぁ

時
に
、
阿
田
サ
ル
ビ
ア
ロ
ー

し
ま
す
が
お
許
立
卜
さ
ぃ

っ
て
、
そ
う
ぃ
ぅ
計
一回
が
作

タ
リ
ー
タ
ラ
ブ

（
会
長
日
市

ブ
ゅ
る
。

〕ｃ
Ｋ
、
本
国
の
表
影
式
で

れ
る
と
い
う
事
で
、
誇
り
と

川
豊
氏
）
が
、
児
童
髪
護
施

き
、
ド
た
の
を

を
０

は
本
会
の
事
業
や
運
営
に
協

ま
へ
き
、
井愛
口註
回
と
言
え

設
バ

ツ
ト
博
士
記
念
ホ
ー
ム

力
し
、
市
の
社
会
福
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令和3年度より、小学4、 5、6年生の

令和3年度より、全ての4ヽ中学生の医療費助成を実現

コロナ禍対策に全力を尽くします !!
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